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表紙写真

『三水川』
　大野町内随一の桜の名所として知られ、野地内から下方地内までおよそ３㎞にわたり、桜並木が続いています。例年４月上旬には、
大野町商工会前で「さくらまつり」が開催され、多くの花見客で賑わいます。

　船頭平閘門は、わが国最初の鋼製の門扉を備えた閘門として、明治35（1902）年に完成しました。

　この門扉は、20数枚の長方形の鋼板を結合しており、一枚の鋼板に作用する水圧が均等になるように上

部は大きな鋼板、下部は小さな鋼板で構成されています。

　当時のわが国の製鉄技術では、この鋼板の製作が困難であったこと、また門扉から採取した試料片の成分

分析などから、イギリスから輸入された造船用厚板が使われたと推定されています。

　なお鋼板の結合方法は、鋼材同士を重ねて穴を開け、そこに熱した鋲（リベット）を差込み、反対側を叩

き潰して結合するリベット接合が用いられていました。

　時が経ち、平成６（1994）年の改修時には、門扉をステンレス製に変更したこと、

強度及び腐食などの要因からリベット接合での製作が困難であったため溶接接合で製

作されましたが、昔の面影を再現するため装飾リベット（写真）が取り付けられてい

ます。

（よく見ると取れているリベットがありますが、飾りですのでご安心下さい。）

今年５月の皇太子殿下行啓を記念して、船頭平閘門に関わるコラム「船ちゃんのこぼれ話」の掲載を始めます。

船ちゃんのこぼれ話 第一話
ふね

「門扉にある“ブツブツ”ってなに？」

古
川
の
泉
　
（

大
野
町
古
川
）

　
大
野
町
の
北
東
部
、
山
沿
い
に
位
置
す
る
古

川
は
、
十
二
、
三
メ
ー
ト
ル
も
井
戸
を
掘
ら
な

い
と
水
が
で
な
い
の
で
、
昔
か
ら
水
不
足
で
苦

労
し
て
い
ま
し
た
。

　
あ
る
年
の
夏
、
日
照
り
が
続
い
て
ど
こ
の
家

の
井
戸
も
干
上
が
っ
て
し
ま
い
、
村
の
人
た
ち

は
大
層
困
り
ま
し
た
。
た
だ
、
山
の
麓
の
杢
屋

敷
の
そ
ば
に
、
清
い
水
が
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出

る
小
さ
な
泉
が
あ
り
、
そ
の
泉
だ
け
は
涸
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
村
の
人

た
ち
は
、
銘
々
が
泉
の
水
を
桶
に
汲
み
、
天
秤

棒
で
か
つ
い
で
家
に
運
ん
で
使
っ
て
い
ま
し

た
。

　
そ
ん
な
時
、
怠
け
者
の
お
ば
あ
さ
ん
が
、
家

ま
で
水
を
運
ん
で
き
て
洗
濯
を
す
る
の
が
め
ん

ど
う
な
の
で
、
人
の
い
な
い
時
に
こ
っ
そ
り
と
泉
に
入
っ
て
、
洗
濯
を
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
て
い
た
水
が
ピ
タ
リ
と
止
ま
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
泉
が
涸
れ
て
し
ま
っ
て
困
っ
た
村
人
た
ち
は
集
ま
っ
て
、
ど
う
し
た
も
の
か
と
相
談

を
し
ま
し
た
。

　
「
水
が
湧
か
な
く
な
っ
た
の
は
、
き
っ
と
大
切
な
泉
で
、
汚
れ
物
を
洗
っ
た
り
、
物

を
投
げ
こ
ん
だ
り
し
た
者
が
い
た
の
で
、
罰
が
あ
た
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
な
ら
神

主
さ
ん
に
頼
ん
で
お
祓
い
を
し
て
も
ら
い
、
け
が
れ
を
落
と
す
の
が
良
い
だ
ろ
う
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
っ
そ
く
お
祓
い
を
し
て
も
ら
う
と
、
不
思
議
な
こ
と
に
い
ま
ま
で
涸
れ
て
い
た
泉

が
湧
き
出
て
き
ま
し
た
。

　
古
川
の
「
杢
屋
敷
」
は
、
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
の
古
川
絵
図
に
も
の
っ
て
い
る
古
く
か
ら
あ
る

地
名
で
、
古
川
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
大
切
な
地
名
の
ひ
と
つ
で
す
。
現
在
は
、
溜
池
も
埋
め
立
て
ら

れ
て
、
東
海
職
業
能
力
開
発
大
学
校
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
山
の
麓
の
片
隅
に
は
、
池
が
残
し
て

あ
る
そ
う
で
す
。

参
考

『
大
野
町
の
民
話
と
伝
承
百
話
』
　
大
野
町
教
育
委
員
会
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大
野
町

彼
岸
花
が
咲
き

　
秋
の
気
配
が
漂
う
三
水
川

大
野
町

彼
岸
花
が
咲
き

　
秋
の
気
配
が
漂
う
三
水
川

1

地
　

域
　

の
　

歴
　

史

揖
斐
川
・
根
尾
川
に
は
さ
ま
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
地
形
・
土
壌
と
稲
作
の
発
展

3

地
域
の
治
水
・
利
水

根
尾
川
の
段
木
流
送
と
更
地
用
水

5

歴

　
史

　
記

　
録

地
域
と
河
川
　
第
二
編

付
知
用
水
開
削
に
向
け
て

8

研

　
究

　
資

　
料

七
宗
町
の
歴
史
と
伝
説

七
宗
町
在
住
　
井
戸
和
就
、
佐
伯
紀
行
、
林
茂
樹
、
前
島
庚
久



揖
斐
・
根
尾
川
の
扇
状
地
と

氾
濫
盆
状
低
地

　
揖
斐
郡
大
野
町
は
濃
尾
平
野
の
西
北
端
に
位
置

し
、
そ
の
地
形
は
大
別
す
る
と
、
山
地
・
低
台
地
・

扇
状
地
・
氾
濫
盆
状
低
地
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

　
山
地
は
、
町
の
北
辺
の
西
か
ら
更
地
山
・
野
村

山
・
牛
洞
山
・
権
現
山
と
続
く
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

程
度
の
低
山
地
で
、
侵
食
風
化
さ
れ
に
く
い
と
こ

ろ
は
急
な
峰
を
つ
く
り
、
山
腹
斜
面
は
一
般
に
急

傾
斜
を
呈
し
て
い
ま
す
。

　
町
の
北
東
部
に
、
黒
野
台
地
と
よ
ば
れ
る
台
地

が
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。
国
土
地
理
院
の
土
地
条

件
図
で
は
低
位
段
丘
に
区
分
さ
れ
て
い
る
こ
の
台

地
は
、
洪
積
台
地
が
河
川
に
よ
る
侵
食
で
、
現
在

で
は
扇
状
地
面
と
ほ
と
ん
ど
比
高
差
の
な
く
な
っ

た
低
い
台
地
で
す
。
土
壌
の
多
く
の
部
分
は
黒
色

土
壌
で
、
黒
野
の
地
名
は
こ
の
土
色
に
由
来
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
の
平
坦
地
の
大
部
分
は
、
揖
斐
川
と
根
尾
川

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
で
す
。
沖
積
世
（
一

万
年
前
～
現
在
）
に
は
、
山
地
に
お
け
る
河
川
の

侵
食
に
よ
っ
て
搬
出
さ
れ
た
砂
礫
が
、
山
地
か
ら

平
野
に
出
る
と
勾
配
が
急
に
減
る
の
で
運
搬
力
が

急
激
に
衰
え
、
砂
礫
を
網
状
流
路
に
よ
っ
て
拡
散

的
に
堆
積
し
、
扇
状
地
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
扇
状

地
は
、
円
錐
体
の
一
部
の
よ
う
な
形
態
で
あ
る
た

め
、
等
高
線
は
、
谷
の
出
口
（
扇
頂
）
を
中
心
と

し
た
同
心
円
状
に
え
が
か
れ
、
傾
斜
は
扇
頂
付
近

が
も
っ
と
も
急
で
扇
端
部
に
い
く
に
従
っ
て
緩
や

か
に
な
り
ま
す
。
扇

状
地
を
流
れ
る
河
川

は
、
低
水
時
に
は
砂

礫
堆
積
物
中
を
伏
流

し
、
扇
端
部
で
湧
水

し
ま
す
。
ま
た
、
自

然
状
態
で
は
、
洪
水

時
は
扇
状
地
地
表
面

を
網
状
に
流
れ
砂
礫

を
堆
積
さ
せ
、
氾
濫

す
る
と
流
路
を
変
え

て
新
し
い
河
道
を
形

成
し
ま
す
。

　
町
の
東
を
流
れ
る

根
尾
川
が
形

成
す
る
扇
状

地
は
、
本
巣

市
山
口
を
扇

頂
と
し
南
に

拡
が
り
、
東

は
岐
阜
市
の

旧
御
望
川
、

西
は
本
町
三

水
川
に
及
ぶ

面
積
四
〇
平

方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
緩
傾

斜
の
扇
状
地

で
す
。
西
境
を
流
れ
る
揖
斐
川
の
扇
状
地
は
、
揖

斐
川
町
森
前
を
扇
頂
に
南
東
に
拡
が
り
、
揖
斐
川

町
・
大
野
町
・
池
田
町
・
神
戸
町
に
ま
た
が
る
広

大
な
扇
状
地
で
す
。
扇
状
地
の
土
壌
は
、
砂
礫
が

堆
積
し
た
水
は
け
が
良
く
地
下
水
位
の
低
い
灰
褐

色
土
壌
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　
町
の
北
西
部
、
三
水
川
沿
い
の
東
西
約
一
・
八

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
・
南
北
の
幅
約
一
〇
〇
～
七
〇
〇

メ
ー
ト
ル
が
氾
濫
盆
状
低
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
は
か
つ
て
は
湖
沼
（
古
牛
洞
湖
沼
）
で

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
沖
積
期
に
入
っ
て
揖

斐
川
の
出
水
に
よ
る
扇
状
地
が
形
成
さ
れ
る
過
程

に
お
い
て
、
こ
の
地
域
は
砂
礫
の
流
入
が
少
な

く
、
堆
積
が
遅
れ
た
結
果
盆
状
低
地
と
な
り
、
長

く
湖
沼
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
古
牛
洞
湖

沼
の
陸
地
化
は
、
周
囲
か
ら
の
堆
積
と
、
盆
地
か

稲
作
の
発
展
段
階
と
土
壌

　
稲
は
中
国
南
部
周
辺
が
原
産
で
、
人
の
手
に
よ

る
栽
培
は
中
国
長
江
流
域
で
始
ま
っ
た
と
さ
れ
ま

す
。
日
本
列
島
へ
の
伝
播
経
路
に
つ
い
て
は
諸
説

あ
り
ま
す
が
、
縄
文
時
代
後
期
に
九
州
で
始
ま

り
、
中
国
地
方
を
経
て
畿
内
に
伝
わ
り
ま
し
た
。

岐
阜
県
南
西
部
に
は
、
弥
生
時
代
中
期
に
伝
播
し

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
稲
作
が
始
ま
っ
た
当
初
、
原
野
を
水
田
化
す
る

上
で
、
最
も
重
要
な
の
は
灌
漑
水
を
確
保
す
る
こ

と
で
し
た
。
初
期
の
水
稲
耕
作
は
ま
ず
、
灌
漑
水

が
容
易
に
得
ら
れ
る
と
い
う
最
低
限
の
条
件
を
満

た
し
て
い
る
、
地
下
水
位
が
高
く
排
水
不
良
の
低

湿
地
に
定
着
し
ま
し
た
。
低
湿
地
で
の
水
田
は
、

常
時
堪
水
し
て
い
る
湿
田
で
、
生
産
力
は
高
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
土
壌
図
と
遺
跡
分
布
の
関
係

を
見
る
と
、
弥
生
時
代
遺
跡
の
周
辺
に
は
湿
地
で

あ
る
グ
ラ
イ
土
壌
群
（
泥
炭
質
土
壌
・
強
グ
ラ
イ

土
壌
・
グ
ラ
イ
土
壌
）
が
分
布
し
て
い
ま
す
。
つ

ぎ
に
灰
色
土
壌
群
を
主
体
と
し
た
地
域
で
、
非
灌

漑
期
間
に
は
湿
っ
た
程
度
ま
で
排
水
で
き
る
半
湿

田
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
畿
内
に
お
い
て
は

弥
生
時
代
中
期
以
降
か
ら
、
こ
の
土
壌
の
開
発
が

著
し
く
進
み
、
生
産
力
が
向
上
、
集
団
の
大
規
模

化
が
進
み
ま
し
た
。

ら
流
出
す
る

三
水
川
の
開

析

作

用

に

よ
っ
て
、
湖

沼
水
面
が
低

下
縮
小
す
る

こ
と
で
進
行

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
三

水
川
に
よ
る

排
水
が
完
了

す
る
の
は
、

大
正
改
修
で

河
道
の
直
線

化
・
河
床
の
浚
渫
・
護
岸
工
事
が
な
さ
れ
、
さ
ら

に
改
修
工
事
が
最
上
流
部
の
牛
洞
地
区
に
至
る
昭

和
五
十
七
（
一
九
八
二
）
年
ま
で
か
か
り
ま
し
た
。

　
か
つ
て
湖
沼
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
河
川
の
運
ぶ

砂
礫
の
堆
積
が
及
ば
ず
低
湿
地
と
な
っ
た
土
地

を
、
土
地
条
件
図
で
は
後
背
湿
地
に
区
分
し
て
い

ま
す
。
本
町
で
は
、
南
部
の
上
磯
地
区
な
ど
に
も

後
背
湿
地
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
の
土

壌
は
浮
流
物
質
（
シ
ル
ト
・
泥
）
や
ヨ
シ
・
ス
ゲ

な
ど
が
腐
食
し
て
堆
積
し
た
泥
炭
質
土
壌
・
強
グ

ラ
イ
土
壌
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
雨
水
の
地
下
浸

透
が
悪
く
表
層
に
水
が
滞
留
し
や
す
い
土
壌
で
す
。

　
続
く
古
墳
時
代
に
は
、
従
来
の
湿
田
お
よ
び
半

湿
田
に
加
え
、
灰
褐
色
土
壌
な
ど
を
開
拓
し
た
乾

田
が
経
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
灰
褐
色

土
壌
は
地
下
水
位
が
低
く
、
地
表
面
が
地
下
水
の

影
響
を
受
け
な
い
土
壌
で
、
水
田
化
に
は
多
量
の

灌
漑
水
の
導
入
が
必
要
で
す
。
こ
の
土
壌
が
分
布

す
る
地
域
に
弥
生
遺
跡
が
ほ
ど
ん
ど
発
見
さ
れ
な

い
こ
と
は
、
湿
田
・
半
湿
田
の
時
代
に
は
水
田
化

対
象
外
の
土
壌
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

乾
田
開
発
に
は
、
大
規
模
な
人
工
灌
漑
の
導
入
が

不
可
欠
で
、
従
来
の
湿
田
・
半
湿
田
開
発
と
は
質

的
に
異
な
っ
た
土
木
・
農
業
技
術
の
進
歩
を
要
し

ま
し
た
。
乾
田
開
発
の
始
め
ら
れ
た
時
期
は
、
地

域
に
よ
っ
て
時
間
差
が
あ
り
ま
す
が
、
四
世
紀
末

か
ら
五
世
紀
に
か
け
て
普
及
し
て
い
っ
た
と
推
察

さ
れ
て
い
ま
す
。

上
磯
古
墳
群
と
野
古
墳
群

　
大
野
町
域
で
は
二
〇
〇
基
以
上
の
古
墳
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
県
内
で
も
有
数
の
群
集
墳
地
帯
で

す
。
特
に
平
野
の
南
部
に
位
置
す
る
上
磯
古
墳
群

と
、
北
部
の
野
古
墳
群
は
規
模
の
大
き
な
古
墳
群

で
す
。
上
磯
古
墳
群
は
、
北
山
古
墳
・
南
山
古
墳
（
前

方
後
方
墳
）
と
亀
山
古
墳
・
笹
山
古
墳
（
前
方
後

円
墳
）
で
構
成
さ
れ
、
出
土
品
か
ら
四
世
紀
代
に

連
続
し
て
築
造
さ
れ
た
首
長
墓
と
さ
れ
ま
す
。
扇

状
地
北
端
の
野
地
区
に
は
、
前
方
後
円
墳
を
含
む

九
基
の
現
存
す
る
古
墳
と
八
基
の
滅
失
墳
が
確
認

さ
れ
て
い
る
野
古
墳
群
が
あ
り
ま
す
。
互
い
に
接

す
る
ほ
ど
集

中
し
て
築
か

れ
て
お
り
、

畿
内
を
除
く

と
こ
れ
ほ
ど

の
密
集
度
を

示
す
古
墳
群

は
、
さ
き
た

ま

古

墳

群

（
埼

玉

県
）・

西
都
原
古
墳

群
（
宮
崎
県
）

し
か
見
あ
た

ら
な
い
と
い
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湿
地
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し
た
が
、
技
術
の
進
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湿
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経
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灌
漑
施
設
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す
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乾

田
の
開
発
に
至
り
ま
し
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。
大
野
町
域
で
も
、
古
墳
時

代
中
期
の
古
墳
群
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、
北
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氾
濫
盆
状
低
地
、
南
部
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湿
地
帯
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昭
和

三
十
二
（
一

九
五
七
）
年

に
国
史
跡
に

指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
建

造
時
期
に
つ

い
て
は
、
五

世
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ら
六
世
紀
初

頭
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
南
北
に
分

か
れ
て
存
在

す
る
前
方
後
円
墳
を
含
む
古
墳
群
の
周
辺
に
は
、

泥
炭
質
土
壌
・
強
グ
ラ
イ
土
壌
を
中
心
と
す
る
強

湿
地
帯
が
分
布
し
て
い
ま
す
。
四
世
紀
か
ら
五
世

紀
に
か
け
て
の
古
墳
が
こ
の
地
域
に
集
中
し
て
い

る
こ
と
は
、
三
水
川
上
流
氾
濫
盆
状
地
と
上
磯
強

湿
地
帯
が
水
田
経
営
の
先
進
地
で
あ
っ
て
、
当
町

地
域
で
は
こ
の
時
代
は
依
然
と
し
て
湿
田
中
心
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
町
の
北
部
山
地
に
は
、
横
穴
式
石
室
を
有
す
る

墳
丘
径
五
～
二
十
メ
ー
ト
ル
程
度
の
小
規
模
墳
が

群
集
す
る
終
末
期
古
墳
群
が
多
数
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
横
穴
式
石
室
は
六
世
紀
か
ら
大
化
二
（
六

四
六
）
年
の
薄
葬
令
で
古
墳
時
代
が
終
わ
る
ま
で

の
古
墳
に
見
ら
れ
る
も
の
で
す
。
こ
の
時
代
に
は
、

当
町
平
野
部
の
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
を
占
め
る

扇
状
地
（
灰
褐
色
土
壌
群
）
に
お
け
る
乾
田
開
発

が
進
み
、
律
令
制
下
で
条
里
制
が
ゆ
き
わ
た
る
穀

倉
地
帯
へ
と
進
展
し
て
い
き
ま
す
。

　

み
　

み
ず

が
わ

た
い
　

か
　

か
み

い
そ

　

の
　

南山古墳（上磯古墳群）

扇状地に広がる水田

大野町付近土壌図

<『大野町史　通史編』より作成 >

西方地区を流れる三水川

野古墳群

横穴式石室（中平古墳群）
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揖
斐
・
根
尾
川
の
扇
状
地
と

氾
濫
盆
状
低
地

　
揖
斐
郡
大
野
町
は
濃
尾
平
野
の
西
北
端
に
位
置

し
、
そ
の
地
形
は
大
別
す
る
と
、
山
地
・
低
台
地
・

扇
状
地
・
氾
濫
盆
状
低
地
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

　
山
地
は
、
町
の
北
辺
の
西
か
ら
更
地
山
・
野
村

山
・
牛
洞
山
・
権
現
山
と
続
く
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

程
度
の
低
山
地
で
、
侵
食
風
化
さ
れ
に
く
い
と
こ

ろ
は
急
な
峰
を
つ
く
り
、
山
腹
斜
面
は
一
般
に
急

傾
斜
を
呈
し
て
い
ま
す
。

　
町
の
北
東
部
に
、
黒
野
台
地
と
よ
ば
れ
る
台
地

が
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。
国
土
地
理
院
の
土
地
条

件
図
で
は
低
位
段
丘
に
区
分
さ
れ
て
い
る
こ
の
台

地
は
、
洪
積
台
地
が
河
川
に
よ
る
侵
食
で
、
現
在

で
は
扇
状
地
面
と
ほ
と
ん
ど
比
高
差
の
な
く
な
っ

た
低
い
台
地
で
す
。
土
壌
の
多
く
の
部
分
は
黒
色

土
壌
で
、
黒
野
の
地
名
は
こ
の
土
色
に
由
来
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
の
平
坦
地
の
大
部
分
は
、
揖
斐
川
と
根
尾
川

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
で
す
。
沖
積
世
（
一

万
年
前
～
現
在
）
に
は
、
山
地
に
お
け
る
河
川
の

侵
食
に
よ
っ
て
搬
出
さ
れ
た
砂
礫
が
、
山
地
か
ら

平
野
に
出
る
と
勾
配
が
急
に
減
る
の
で
運
搬
力
が

急
激
に
衰
え
、
砂
礫
を
網
状
流
路
に
よ
っ
て
拡
散

的
に
堆
積
し
、
扇
状
地
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
扇
状

地
は
、
円
錐
体
の
一
部
の
よ
う
な
形
態
で
あ
る
た

め
、
等
高
線
は
、
谷
の
出
口
（
扇
頂
）
を
中
心
と

し
た
同
心
円
状
に
え
が
か
れ
、
傾
斜
は
扇
頂
付
近

が
も
っ
と
も
急
で
扇
端
部
に
い
く
に
従
っ
て
緩
や

か
に
な
り
ま
す
。
扇

状
地
を
流
れ
る
河
川

は
、
低
水
時
に
は
砂

礫
堆
積
物
中
を
伏
流

し
、
扇
端
部
で
湧
水

し
ま
す
。
ま
た
、
自

然
状
態
で
は
、
洪
水

時
は
扇
状
地
地
表
面

を
網
状
に
流
れ
砂
礫

を
堆
積
さ
せ
、
氾
濫

す
る
と
流
路
を
変
え

て
新
し
い
河
道
を
形

成
し
ま
す
。

　
町
の
東
を
流
れ
る

根
尾
川
が
形

成
す
る
扇
状

地
は
、
本
巣

市
山
口
を
扇

頂
と
し
南
に

拡
が
り
、
東

は
岐
阜
市
の

旧
御
望
川
、

西
は
本
町
三

水
川
に
及
ぶ

面
積
四
〇
平

方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
緩
傾

斜
の
扇
状
地

で
す
。
西
境
を
流
れ
る
揖
斐
川
の
扇
状
地
は
、
揖

斐
川
町
森
前
を
扇
頂
に
南
東
に
拡
が
り
、
揖
斐
川

町
・
大
野
町
・
池
田
町
・
神
戸
町
に
ま
た
が
る
広

大
な
扇
状
地
で
す
。
扇
状
地
の
土
壌
は
、
砂
礫
が

堆
積
し
た
水
は
け
が
良
く
地
下
水
位
の
低
い
灰
褐

色
土
壌
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　
町
の
北
西
部
、
三
水
川
沿
い
の
東
西
約
一
・
八

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
・
南
北
の
幅
約
一
〇
〇
～
七
〇
〇

メ
ー
ト
ル
が
氾
濫
盆
状
低
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
は
か
つ
て
は
湖
沼
（
古
牛
洞
湖
沼
）
で

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
沖
積
期
に
入
っ
て
揖

斐
川
の
出
水
に
よ
る
扇
状
地
が
形
成
さ
れ
る
過
程

に
お
い
て
、
こ
の
地
域
は
砂
礫
の
流
入
が
少
な

く
、
堆
積
が
遅
れ
た
結
果
盆
状
低
地
と
な
り
、
長

く
湖
沼
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
古
牛
洞
湖

沼
の
陸
地
化
は
、
周
囲
か
ら
の
堆
積
と
、
盆
地
か

稲
作
の
発
展
段
階
と
土
壌

　
稲
は
中
国
南
部
周
辺
が
原
産
で
、
人
の
手
に
よ

る
栽
培
は
中
国
長
江
流
域
で
始
ま
っ
た
と
さ
れ
ま

す
。
日
本
列
島
へ
の
伝
播
経
路
に
つ
い
て
は
諸
説

あ
り
ま
す
が
、
縄
文
時
代
後
期
に
九
州
で
始
ま

り
、
中
国
地
方
を
経
て
畿
内
に
伝
わ
り
ま
し
た
。

岐
阜
県
南
西
部
に
は
、
弥
生
時
代
中
期
に
伝
播
し

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
稲
作
が
始
ま
っ
た
当
初
、
原
野
を
水
田
化
す
る

上
で
、
最
も
重
要
な
の
は
灌
漑
水
を
確
保
す
る
こ

と
で
し
た
。
初
期
の
水
稲
耕
作
は
ま
ず
、
灌
漑
水

が
容
易
に
得
ら
れ
る
と
い
う
最
低
限
の
条
件
を
満

た
し
て
い
る
、
地
下
水
位
が
高
く
排
水
不
良
の
低

湿
地
に
定
着
し
ま
し
た
。
低
湿
地
で
の
水
田
は
、

常
時
堪
水
し
て
い
る
湿
田
で
、
生
産
力
は
高
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
土
壌
図
と
遺
跡
分
布
の
関
係

を
見
る
と
、
弥
生
時
代
遺
跡
の
周
辺
に
は
湿
地
で

あ
る
グ
ラ
イ
土
壌
群
（
泥
炭
質
土
壌
・
強
グ
ラ
イ

土
壌
・
グ
ラ
イ
土
壌
）
が
分
布
し
て
い
ま
す
。
つ

ぎ
に
灰
色
土
壌
群
を
主
体
と
し
た
地
域
で
、
非
灌

漑
期
間
に
は
湿
っ
た
程
度
ま
で
排
水
で
き
る
半
湿

田
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
畿
内
に
お
い
て
は

弥
生
時
代
中
期
以
降
か
ら
、
こ
の
土
壌
の
開
発
が

著
し
く
進
み
、
生
産
力
が
向
上
、
集
団
の
大
規
模

化
が
進
み
ま
し
た
。

ら
流
出
す
る

三
水
川
の
開

析

作

用

に

よ
っ
て
、
湖

沼
水
面
が
低

下
縮
小
す
る

こ
と
で
進
行

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
三

水
川
に
よ
る

排
水
が
完
了

す
る
の
は
、

大
正
改
修
で

河
道
の
直
線

化
・
河
床
の
浚
渫
・
護
岸
工
事
が
な
さ
れ
、
さ
ら

に
改
修
工
事
が
最
上
流
部
の
牛
洞
地
区
に
至
る
昭

和
五
十
七
（
一
九
八
二
）
年
ま
で
か
か
り
ま
し
た
。

　
か
つ
て
湖
沼
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
河
川
の
運
ぶ

砂
礫
の
堆
積
が
及
ば
ず
低
湿
地
と
な
っ
た
土
地

を
、
土
地
条
件
図
で
は
後
背
湿
地
に
区
分
し
て
い

ま
す
。
本
町
で
は
、
南
部
の
上
磯
地
区
な
ど
に
も

後
背
湿
地
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
の
土

壌
は
浮
流
物
質
（
シ
ル
ト
・
泥
）
や
ヨ
シ
・
ス
ゲ

な
ど
が
腐
食
し
て
堆
積
し
た
泥
炭
質
土
壌
・
強
グ

ラ
イ
土
壌
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
雨
水
の
地
下
浸

透
が
悪
く
表
層
に
水
が
滞
留
し
や
す
い
土
壌
で
す
。

　
続
く
古
墳
時
代
に
は
、
従
来
の
湿
田
お
よ
び
半

湿
田
に
加
え
、
灰
褐
色
土
壌
な
ど
を
開
拓
し
た
乾

田
が
経
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
灰
褐
色

土
壌
は
地
下
水
位
が
低
く
、
地
表
面
が
地
下
水
の

影
響
を
受
け
な
い
土
壌
で
、
水
田
化
に
は
多
量
の

灌
漑
水
の
導
入
が
必
要
で
す
。
こ
の
土
壌
が
分
布

す
る
地
域
に
弥
生
遺
跡
が
ほ
ど
ん
ど
発
見
さ
れ
な

い
こ
と
は
、
湿
田
・
半
湿
田
の
時
代
に
は
水
田
化

対
象
外
の
土
壌
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

乾
田
開
発
に
は
、
大
規
模
な
人
工
灌
漑
の
導
入
が

不
可
欠
で
、
従
来
の
湿
田
・
半
湿
田
開
発
と
は
質

的
に
異
な
っ
た
土
木
・
農
業
技
術
の
進
歩
を
要
し

ま
し
た
。
乾
田
開
発
の
始
め
ら
れ
た
時
期
は
、
地

域
に
よ
っ
て
時
間
差
が
あ
り
ま
す
が
、
四
世
紀
末

か
ら
五
世
紀
に
か
け
て
普
及
し
て
い
っ
た
と
推
察

さ
れ
て
い
ま
す
。

上
磯
古
墳
群
と
野
古
墳
群

　
大
野
町
域
で
は
二
〇
〇
基
以
上
の
古
墳
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
県
内
で
も
有
数
の
群
集
墳
地
帯
で

す
。
特
に
平
野
の
南
部
に
位
置
す
る
上
磯
古
墳
群

と
、
北
部
の
野
古
墳
群
は
規
模
の
大
き
な
古
墳
群

で
す
。
上
磯
古
墳
群
は
、
北
山
古
墳
・
南
山
古
墳
（
前

方
後
方
墳
）
と
亀
山
古
墳
・
笹
山
古
墳
（
前
方
後

円
墳
）
で
構
成
さ
れ
、
出
土
品
か
ら
四
世
紀
代
に

連
続
し
て
築
造
さ
れ
た
首
長
墓
と
さ
れ
ま
す
。
扇

状
地
北
端
の
野
地
区
に
は
、
前
方
後
円
墳
を
含
む

九
基
の
現
存
す
る
古
墳
と
八
基
の
滅
失
墳
が
確
認

さ
れ
て
い
る
野
古
墳
群
が
あ
り
ま
す
。
互
い
に
接

す
る
ほ
ど
集

中
し
て
築
か

れ
て
お
り
、

畿
内
を
除
く

と
こ
れ
ほ
ど

の
密
集
度
を

示
す
古
墳
群

は
、
さ
き
た

ま

古

墳

群

（
埼

玉

県
）・

西
都
原
古
墳

群
（
宮
崎
県
）

し
か
見
あ
た

ら
な
い
と
い
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田
の
開
発
に
至
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。
大
野
町
域
で
も
、
古
墳
時

代
中
期
の
古
墳
群
は
、
北
部
の
氾
濫
盆
状
低
地
、
南
部

の
強
湿
地
帯
に
接
し
て
立
地
し
て
い
ま
す
。

揖斐川・根尾川にはさまれた
地形・土壌と稲作の発展

わ
れ
、
昭
和

三
十
二
（
一

九
五
七
）
年

に
国
史
跡
に

指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
建

造
時
期
に
つ

い
て
は
、
五

世
紀
中
頃
か

ら
六
世
紀
初

頭
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
南
北
に
分

か
れ
て
存
在

す
る
前
方
後
円
墳
を
含
む
古
墳
群
の
周
辺
に
は
、

泥
炭
質
土
壌
・
強
グ
ラ
イ
土
壌
を
中
心
と
す
る
強

湿
地
帯
が
分
布
し
て
い
ま
す
。
四
世
紀
か
ら
五
世

紀
に
か
け
て
の
古
墳
が
こ
の
地
域
に
集
中
し
て
い

る
こ
と
は
、
三
水
川
上
流
氾
濫
盆
状
地
と
上
磯
強

湿
地
帯
が
水
田
経
営
の
先
進
地
で
あ
っ
て
、
当
町

地
域
で
は
こ
の
時
代
は
依
然
と
し
て
湿
田
中
心
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
町
の
北
部
山
地
に
は
、
横
穴
式
石
室
を
有
す
る

墳
丘
径
五
～
二
十
メ
ー
ト
ル
程
度
の
小
規
模
墳
が

群
集
す
る
終
末
期
古
墳
群
が
多
数
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
横
穴
式
石
室
は
六
世
紀
か
ら
大
化
二
（
六

四
六
）
年
の
薄
葬
令
で
古
墳
時
代
が
終
わ
る
ま
で

の
古
墳
に
見
ら
れ
る
も
の
で
す
。
こ
の
時
代
に
は
、

当
町
平
野
部
の
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
を
占
め
る

扇
状
地
（
灰
褐
色
土
壌
群
）
に
お
け
る
乾
田
開
発

が
進
み
、
律
令
制
下
で
条
里
制
が
ゆ
き
わ
た
る
穀

倉
地
帯
へ
と
進
展
し
て
い
き
ま
す
。

　

み
　

み
ず

が
わ

た
い
　

か
　

か
み

い
そ

　

の
　

南山古墳（上磯古墳群）

扇状地に広がる水田

大野町付近土壌図

<『大野町史　通史編』より作成 >

西方地区を流れる三水川

野古墳群

横穴式石室（中平古墳群）

. 
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大
垣
藩
の
段
木
流
送

　
寛
永
十
二
（
一
六
三
五
）
年
、
戸
田
氏
鉄
が
尼

崎
五
万
石
よ
り
大
垣
十
万
石
に
移
封
さ
れ
、
以
後

廃
藩
置
県
ま
で
十
一
代
に
わ
た
っ
て
戸
田
大
垣
藩

が
続
き
ま
し
た
。
氏
鉄
は
、
寛
永
十
三
（
一
六
三

六
）
年
に
所
領
公
郷
村
な
ど
六
ヵ
村
と
根
尾
村
の

替
地
を
願
い
出
、
更
に
同
十
九
年
所
領
科
村
・
瀬

古
村
の
一
部
な
ど
、
五
ヵ
村
と
外
山
八
ヵ
村
の
替

地
を
願
い
出
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
根
尾
川
上
流
部

山
地
の
山
林
資
源
の
採
取
と
運
搬
を
企
図
し
た
も

の
で
し
た
。

　
大
垣
藩
は
、
寛
永
十
五
（
一
六
三
八
）
年
「
年

貢
段
木
制
度
」
を
設
け
、
大
垣
を
中
心
と
す
る
西

濃
地
方
に
燃
料
を
供
給
す
る
た
め
の
木
材
生
産
と

流
送
を
制
度
化
し
ま
し
た
。
段
木
は
大
垣
藩
の
呼

び
方
で
薪
の
こ
と
で
あ
り
、
山
方
で
伐
採
し
た
丸

太
を
一
定
の
長
さ
に
切
り
揃
え
、
里
方
で
割
木
し

て
薪
に
し
ま
し
た
。
根
尾
谷
筋
で
は
二
十
六
ヵ
村

に
年
貢
米
の
代
わ
り
に
段
木
の
納
入
を
賦
課
し
ま

し
た
。
長
さ
三
尺
（
約
九
十
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

の
丸
太
を
縦
五
尺
（
約
一
五
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

横
五
尺
に
積
ん
で
一
間
と
呼
び
、
各
村
に
は
一
戸

あ
た
り
三
間
余
を
割
り
当
て
、
年
間
総
数
二
，
〇

〇
〇
間
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
段
木
の
伐
出
し
は
、
年
貢
で
し
た
が
代
銀
が
支
給

さ
れ
、
林
業

以
外
に
産
業

の
な
い
村
の

貴
重
な
収
入

と
な
り
ま
し

た
。
代
銀
は

総
額
二
五
〇

両
で
、
内
一

五
五
両
が
無

利
息
の
前
貸

金
と
し
て
前

年
に
支
給
さ

れ
、
冬
を
越
す
た
め
の
生
活
物
資
を
購
入
す
る
資

金
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
段
木
の
伐
出
し
は
、
当
初
は
御
手
杣
（
藩
任
命

の
伐
出
し
人
夫
）
が
二
月
か
ら
根
尾
に
入
り
谷
出
し

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
宝
暦
十
一
（
一
七
六
一
）

年
か
ら
は
日
傭
に
変
わ
り
、
根
伐
り
か
ら
谷
出
し
ま

で
一
間
代
銀
十
三
匁
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

例
年
三
月
頃
、
御
段
木
仕
入
れ
と
し
て
掛
り
代
官
が

山
に
入
り
ま
し
た
。
段
木
の
受
け
取
り
は
、
藩
の
役

人
が
十
月
頃
か
ら
入
山
し
て
、
川
沿
い
の
地
域
で
そ

れ
ぞ
れ
受
け
取
り
、
最
上
流
部
で
は
、
東
谷
は
東
板

屋
村
の
大
土
場
、
西
谷
は
長
島
村
の
大
土
場
に
積
ん

で
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
受
け
取
っ
た
段
木
は
、
東
板
屋
村
・
長
島
村
の

大
土
場
に
積
み
立
て
て
あ
る
所
へ
川
の
水
を
せ
き

上
げ
て
、
段
木
を
水
に
浮
か
せ
て
一
挙
に
流
し
ま

し
た
。
そ
れ
よ
り
下
流
の
村
々
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の

集
積
場
か
ら
川
に
入
れ
、
山
口
・
更
地
の
留
所
ま

で
流
し
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
下
流
の
根
尾
川
は
、

川
幅
が
広
が
り
流
れ
が
緩
く
な
る
上
、
出
水
の
た

び
に
河
道
が
変
わ
る
の
で
、
流
送
に
は
適
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
段
木
は
、
更
地
用
水
に
取
り

込
み
、
黒
野
の
留
所
に
留
め
置
い
て
、
適
宜
必
要

な
だ
け
を
流
し
て
六
里
の
土
場
に
て
陸
揚
げ
し
ま

し
た
。
六
里
土
場
で
総
間
数
を
改
め
て
奉
行
に
引

き
渡
さ
れ
、
船
積
み
に
し
て
三
水
川
を
下
っ
て
揖

斐
川
に
入
り
、
大
垣
ま
で
運
ば
れ
ま
し
た
。
六
里

土
場
は
、
広
大
な
集
積
場
が
あ
り
、
藩
の
段
木
役

所
も
こ
こ
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
、
段
木
輸
送
の

拠
点
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

を
は
じ
め
輸
送
・
窃
盗
な
ど
に
つ
い

て
決
ま
り
を
つ
く
り
、
違
反
を
厳
し

く
取
り
締
ま
り
ま
し
た
。
段
木
番
所

が
置
か
れ
た
更
地
村
で
は
、
全
村
民

の
連
判
し
た
一
礼
を
役
所
に
提
出
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
段
木
流
送

中
に
出
水
が
あ
っ
た
時
に
は
、
老
人
・

若
者
と
も
に
留
所
に
出
勤
す
る
、
段

木
流
送
中
は
公
用
以
外
で
は
川
辺
に

出
な

い
、
留

所

用
資

材
が

盗
難

に

あ
っ
た
場
合
は
弁
償
す
る
な
ど
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
役
所
は
、
こ
う
し

た
一
礼
を
沿
川
の
諸
村
に
差
し
出
さ

せ
て
い
ま
す
。

　
大
垣
藩
以
外
の
領
主
も
材
木
を
根

尾
川
・
段
木
川
経
由
で
流
送
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
根

尾
能
郷
村
は
旗
本
徳
山
領
だ
っ
た
の

で
、
材
木
流
送
の
際
に
、
山
口
留
所
を
大
垣
藩
か

ら
借
り
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旗
本
戸
田
氏
が
、
文

化
十
四
（
一
八
一
七
）
年
、
領
内
古
川
村
の
山
林

で
伐
採
し
た
桧
材
四
〇
〇
本
の
川
下
げ
を
更
地
村

に
依
頼
し
ま
し
た
。
更
地
村
は
こ
の
仕
事
の
請
負

を
大
垣
藩
段
木
役
所
に
願
い
出
ま
す
が
、
許
可
を

得
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
仕
事
が
農
閑
期
の
助
成

に
な
る
こ
と
や
、
段
木
川
の
水
路
を
破
損
し
な
い

よ
う
注
意
す
る
こ
と
を
申
し
添
え
て
い
ま
す
。

明
治
以
降
の
段
木
流
送

　
明
治
に
な
っ
て
大
垣
藩
が
廃
さ
れ
る
と
、
年
貢

段
木
制
度
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
段
木
の
生
産
・

流
送
は
民
材
と
し
て
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
段
木
用

掛
の
岡
田
代
三
郎
ら
は
、
段
木
制
度
に
携
わ
っ
て

き
た
村
人
の
生
計
の
道
を
計
る
よ
う
申
し
付
け
ら

れ
、
大
垣
に
事
務
所
を
置
き
、
笠
松
・
岐
阜
・
名

古
屋
な
ど
に
販
売
し
ま
し
た
。

　
明
治
初
期
に
段
木
川
の
改
修
が
行
わ
れ
、
最
終

更
地
用
水
と
段
木
流
し

　
稲
富
北
部
（
江
戸
時
代
の
更
地
村
）
で
根
尾
川

か
ら
取
水
し
、
稲
富
・
上
秋
・
黒
野
を
通
っ
て
、

六
里
で
三
水
川
に
排
水
す
る
更
地
用
水
は
、
開
削

時
期
は
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
古
く
か
ら
真
桑

用
水
に
属
し
て
お
り
、
享
禄
五
（
一
五
三
二
）
年

の
山
口
一
之
井
堰
工
事
に
動
員
さ
れ
た
真
桑
方
の

村
名
に
更
地
・
西
上
秋
の
名
前
が
あ
り
ま
す
。
川

幅
は
現
在
で
は
一
メ
ー
ト
ル
余
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

水
路
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
は
広
い
と
こ

ろ
で
は
二
十
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、

段
木
流
送
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
段
木
川

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　
段
木
を
用
水
路
に
流
す
の
は
農
業
用
水
の
取
得

に
差
し
障
り
の
な
い
農
閑
期
に
限
ら
れ
、
さ
ら
に

水
路
を
荒
ら
さ
な
い
よ
う
処
置
が
と
ら
れ
ま
し

た
。
笠
松
郡
代
か
ら
「
真
桑
井
水
御
請
所
大
切
ニ

可
相
守
、
堰
上
通
船
は
勿
論
竹
木
筏
猥
り
乗
通
り

間
敷
も
の
成
」
（
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
）
な
ど

の
通
達
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
文
化
二

（
一
八
〇
五
）
年
一
月
、
更
地
内
で
段
木
流
送
で

水
路
の
井
桁
が
破
損
し
て
、
麦
作
に
被
害
が
出
ま

し
た
。
こ
の
た
め
村
役
人
か
ら
代
官
所
に
、
破
損

箇
所
を
見
分
の
上
、
早
急
に
修
理
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
い
出
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
段
木

流
送
に
よ
る

水
路
の
破
損

は
多
々
あ
っ

た
よ
う
で
、

村
役
人
か
ら

代
官
所
に
修

理
を
願
い
出

た
史
料
が
多

く
残
っ
て
い

ま
す
。

　
大
垣
藩
は
、

段
木
の
規
格

陸
揚
げ
土
場
は
六
里
か
ら
下
方
に
移
り
ま
し
た
。

明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
、
根
尾
川
流
域
の
旧

大
垣
藩
二
十
五
ヵ
村
を
対
象
と
し
て
、
山
元
十

六
ヵ
村
と
岡
田
家
を
中
心
に
一
般
株
主
五
十
六
名

が
参
加
し
て
、
根
尾
山
段
木
商
会
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
山
林
資
源
の
枯
渇
を
防
ぐ
た
め
、
山
元
株

式
一
株
に
つ
き
一
二
〇
間
を
年
産
出
高
と
し
、
株

数
で
伐
採
量
を
制
限
し
ま
し
た
。
販
売
先
は
尾
張
・

半
田
の
酒
造
家
や
第
三
師
団
な
ど
で
、
年
三
，
五

〇
〇
間
を
売
っ
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）
年
、
濃
尾
震
災
に

よ
っ
て
段
木
生
産
が
困
難
と
な
り
、
明
治
二
十
七

（
一
八
九
四
）
年
に
根
尾
山
段
木
商
会
は
解
散
し

ま
し
た
。
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
に
は
根

尾
川
で
大
洪
水
が
あ
り
、
上
秋
村
の
堤
防
が
破
堤

し
た
た
め
、
段
木
川
は
勿
論
、
下
方
一
帯
も
土
砂

で
埋
ま
り
、
段
木
川
の
段
木
流
送
の
長
い
歴
史
に

幕
が
降
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

　
根
尾
川
大
洪
水
の
後
、
段
木
の
流
送
は
長
瀬
村

赤
石
止
め
と
な
り
、
明
治
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
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献
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史
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史
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支
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設
さ
れ
ま
し
た
。
根
尾
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ら
流
さ

れ
て
き
た
段
木
を
、
赤
石
土
場
で
陸
揚
げ
し
、
荷

馬
車
に
積
ん
で
六
里
ま
で
運
び
ま
し
た
。
六
里
に

段
木
工
場
が
設
け
ら
れ
、
赤
石
と
六
里
の
間
を
何

十
台
も
の
荷
馬
車
が
往
来
し
ま
し
た
。
六
里
か
ら

は
船
積
み
し
て
三
水
川
を
下
り
、
名
古
屋
方
面
に

運
送
し
ま
し
た
。
舟
の
多
く
は
六
里
の
住
民
の
持

ち
舟
で
、
農
閑
期
の
副
業
と
し
て
舟
運
に
従
事
し

て
い
ま
し
た
。
大
正
期
に
な
っ
て
、
経
済
不
況
の

影
響
に
よ
り
根
尾
段
木
会
社
が
解
散
、
段
木
の
生

産
・
流
送
は
終
焉
し
ま
し
た
。

根尾川の段木流送と更地用水

　
近
世
大
垣
藩
は
、
領
内
の
山
地
で
伐
採
し
た
丸
太
を

燃
料
用
の
段
木
と
し
て
、
大
垣
ま
で
河
川
を
流
送
し
ま

し
た
。
根
尾
川
筋
で
は
、
根
尾
川
か
ら
更
地
用
水
に
取

り
込
み
、
六
里
土
場
で
船
積
み
し
て
三
水
川
を
下
し
、

揖
斐
川
で
大
垣
ま
で
運
送
し
ま
し
た
。
古
く
か
ら
真
桑

用
水
に
属
し
て
い
た
更
地
用
水
は
、
段
木
流
送
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
段
木
川
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
明
治

に
な
っ
て
か
ら
も
、
段
木
の
生
産
・
流
送
は
民
営
で
続

け
ら
れ
ま
し
た
が
、
大
正
期
に
不
況
に
よ
っ
て
終
焉
し

ま
し
た
。

　

み
　

　

て
　

そ
ま

ほ
う
れ
き

か
ん

え
い

う
じ
か
ね

　

つ
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わ

き
ょ
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く

ぶ
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大
垣
藩
の
段
木
流
送

　
寛
永
十
二
（
一
六
三
五
）
年
、
戸
田
氏
鉄
が
尼

崎
五
万
石
よ
り
大
垣
十
万
石
に
移
封
さ
れ
、
以
後

廃
藩
置
県
ま
で
十
一
代
に
わ
た
っ
て
戸
田
大
垣
藩

が
続
き
ま
し
た
。
氏
鉄
は
、
寛
永
十
三
（
一
六
三

六
）
年
に
所
領
公
郷
村
な
ど
六
ヵ
村
と
根
尾
村
の

替
地
を
願
い
出
、
更
に
同
十
九
年
所
領
科
村
・
瀬

古
村
の
一
部
な
ど
、
五
ヵ
村
と
外
山
八
ヵ
村
の
替

地
を
願
い
出
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
根
尾
川
上
流
部

山
地
の
山
林
資
源
の
採
取
と
運
搬
を
企
図
し
た
も

の
で
し
た
。

　
大
垣
藩
は
、
寛
永
十
五
（
一
六
三
八
）
年
「
年

貢
段
木
制
度
」
を
設
け
、
大
垣
を
中
心
と
す
る
西

濃
地
方
に
燃
料
を
供
給
す
る
た
め
の
木
材
生
産
と

流
送
を
制
度
化
し
ま
し
た
。
段
木
は
大
垣
藩
の
呼

び
方
で
薪
の
こ
と
で
あ
り
、
山
方
で
伐
採
し
た
丸

太
を
一
定
の
長
さ
に
切
り
揃
え
、
里
方
で
割
木
し

て
薪
に
し
ま
し
た
。
根
尾
谷
筋
で
は
二
十
六
ヵ
村

に
年
貢
米
の
代
わ
り
に
段
木
の
納
入
を
賦
課
し
ま

し
た
。
長
さ
三
尺
（
約
九
十
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

の
丸
太
を
縦
五
尺
（
約
一
五
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

横
五
尺
に
積
ん
で
一
間
と
呼
び
、
各
村
に
は
一
戸

あ
た
り
三
間
余
を
割
り
当
て
、
年
間
総
数
二
，
〇

〇
〇
間
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
段
木
の
伐
出
し
は
、
年
貢
で
し
た
が
代
銀
が
支
給

さ
れ
、
林
業

以
外
に
産
業

の
な
い
村
の

貴
重
な
収
入

と
な
り
ま
し

た
。
代
銀
は

総
額
二
五
〇

両
で
、
内
一

五
五
両
が
無

利
息
の
前
貸

金
と
し
て
前

年
に
支
給
さ

れ
、
冬
を
越
す
た
め
の
生
活
物
資
を
購
入
す
る
資

金
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
段
木
の
伐
出
し
は
、
当
初
は
御
手
杣
（
藩
任
命

の
伐
出
し
人
夫
）
が
二
月
か
ら
根
尾
に
入
り
谷
出
し

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
宝
暦
十
一
（
一
七
六
一
）

年
か
ら
は
日
傭
に
変
わ
り
、
根
伐
り
か
ら
谷
出
し
ま

で
一
間
代
銀
十
三
匁
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

例
年
三
月
頃
、
御
段
木
仕
入
れ
と
し
て
掛
り
代
官
が

山
に
入
り
ま
し
た
。
段
木
の
受
け
取
り
は
、
藩
の
役

人
が
十
月
頃
か
ら
入
山
し
て
、
川
沿
い
の
地
域
で
そ

れ
ぞ
れ
受
け
取
り
、
最
上
流
部
で
は
、
東
谷
は
東
板

屋
村
の
大
土
場
、
西
谷
は
長
島
村
の
大
土
場
に
積
ん

で
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
受
け
取
っ
た
段
木
は
、
東
板
屋
村
・
長
島
村
の

大
土
場
に
積
み
立
て
て
あ
る
所
へ
川
の
水
を
せ
き

上
げ
て
、
段
木
を
水
に
浮
か
せ
て
一
挙
に
流
し
ま

し
た
。
そ
れ
よ
り
下
流
の
村
々
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の

集
積
場
か
ら
川
に
入
れ
、
山
口
・
更
地
の
留
所
ま

で
流
し
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
下
流
の
根
尾
川
は
、

川
幅
が
広
が
り
流
れ
が
緩
く
な
る
上
、
出
水
の
た

び
に
河
道
が
変
わ
る
の
で
、
流
送
に
は
適
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
段
木
は
、
更
地
用
水
に
取
り

込
み
、
黒
野
の
留
所
に
留
め
置
い
て
、
適
宜
必
要

な
だ
け
を
流
し
て
六
里
の
土
場
に
て
陸
揚
げ
し
ま

し
た
。
六
里
土
場
で
総
間
数
を
改
め
て
奉
行
に
引

き
渡
さ
れ
、
船
積
み
に
し
て
三
水
川
を
下
っ
て
揖

斐
川
に
入
り
、
大
垣
ま
で
運
ば
れ
ま
し
た
。
六
里

土
場
は
、
広
大
な
集
積
場
が
あ
り
、
藩
の
段
木
役

所
も
こ
こ
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
、
段
木
輸
送
の

拠
点
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

を
は
じ
め
輸
送
・
窃
盗
な
ど
に
つ
い

て
決
ま
り
を
つ
く
り
、
違
反
を
厳
し

く
取
り
締
ま
り
ま
し
た
。
段
木
番
所

が
置
か
れ
た
更
地
村
で
は
、
全
村
民

の
連
判
し
た
一
礼
を
役
所
に
提
出
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
段
木
流
送

中
に
出
水
が
あ
っ
た
時
に
は
、
老
人
・

若
者
と
も
に
留
所
に
出
勤
す
る
、
段

木
流
送
中
は
公
用
以
外
で
は
川
辺
に

出
な

い
、
留

所

用
資

材
が

盗
難

に

あ
っ
た
場
合
は
弁
償
す
る
な
ど
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
役
所
は
、
こ
う
し

た
一
礼
を
沿
川
の
諸
村
に
差
し
出
さ

せ
て
い
ま
す
。

　
大
垣
藩
以
外
の
領
主
も
材
木
を
根

尾
川
・
段
木
川
経
由
で
流
送
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
根

尾
能
郷
村
は
旗
本
徳
山
領
だ
っ
た
の

で
、
材
木
流
送
の
際
に
、
山
口
留
所
を
大
垣
藩
か

ら
借
り
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旗
本
戸
田
氏
が
、
文

化
十
四
（
一
八
一
七
）
年
、
領
内
古
川
村
の
山
林

で
伐
採
し
た
桧
材
四
〇
〇
本
の
川
下
げ
を
更
地
村

に
依
頼
し
ま
し
た
。
更
地
村
は
こ
の
仕
事
の
請
負

を
大
垣
藩
段
木
役
所
に
願
い
出
ま
す
が
、
許
可
を

得
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
仕
事
が
農
閑
期
の
助
成

に
な
る
こ
と
や
、
段
木
川
の
水
路
を
破
損
し
な
い

よ
う
注
意
す
る
こ
と
を
申
し
添
え
て
い
ま
す
。

明
治
以
降
の
段
木
流
送

　
明
治
に
な
っ
て
大
垣
藩
が
廃
さ
れ
る
と
、
年
貢

段
木
制
度
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
段
木
の
生
産
・

流
送
は
民
材
と
し
て
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
段
木
用

掛
の
岡
田
代
三
郎
ら
は
、
段
木
制
度
に
携
わ
っ
て

き
た
村
人
の
生
計
の
道
を
計
る
よ
う
申
し
付
け
ら

れ
、
大
垣
に
事
務
所
を
置
き
、
笠
松
・
岐
阜
・
名

古
屋
な
ど
に
販
売
し
ま
し
た
。

　
明
治
初
期
に
段
木
川
の
改
修
が
行
わ
れ
、
最
終

更
地
用
水
と
段
木
流
し

　
稲
富
北
部
（
江
戸
時
代
の
更
地
村
）
で
根
尾
川

か
ら
取
水
し
、
稲
富
・
上
秋
・
黒
野
を
通
っ
て
、

六
里
で
三
水
川
に
排
水
す
る
更
地
用
水
は
、
開
削

時
期
は
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
古
く
か
ら
真
桑

用
水
に
属
し
て
お
り
、
享
禄
五
（
一
五
三
二
）
年

の
山
口
一
之
井
堰
工
事
に
動
員
さ
れ
た
真
桑
方
の

村
名
に
更
地
・
西
上
秋
の
名
前
が
あ
り
ま
す
。
川

幅
は
現
在
で
は
一
メ
ー
ト
ル
余
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

水
路
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
は
広
い
と
こ

ろ
で
は
二
十
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、

段
木
流
送
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
段
木
川

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　
段
木
を
用
水
路
に
流
す
の
は
農
業
用
水
の
取
得

に
差
し
障
り
の
な
い
農
閑
期
に
限
ら
れ
、
さ
ら
に

水
路
を
荒
ら
さ
な
い
よ
う
処
置
が
と
ら
れ
ま
し

た
。
笠
松
郡
代
か
ら
「
真
桑
井
水
御
請
所
大
切
ニ

可
相
守
、
堰
上
通
船
は
勿
論
竹
木
筏
猥
り
乗
通
り

間
敷
も
の
成
」
（
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
）
な
ど

の
通
達
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
文
化
二

（
一
八
〇
五
）
年
一
月
、
更
地
内
で
段
木
流
送
で

水
路
の
井
桁
が
破
損
し
て
、
麦
作
に
被
害
が
出
ま

し
た
。
こ
の
た
め
村
役
人
か
ら
代
官
所
に
、
破
損

箇
所
を
見
分
の
上
、
早
急
に
修
理
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
い
出
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
段
木

流
送
に
よ
る

水
路
の
破
損

は
多
々
あ
っ

た
よ
う
で
、

村
役
人
か
ら

代
官
所
に
修

理
を
願
い
出

た
史
料
が
多

く
残
っ
て
い

ま
す
。

　
大
垣
藩
は
、

段
木
の
規
格

陸
揚
げ
土
場
は
六
里
か
ら
下
方
に
移
り
ま
し
た
。

明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
、
根
尾
川
流
域
の
旧

大
垣
藩
二
十
五
ヵ
村
を
対
象
と
し
て
、
山
元
十

六
ヵ
村
と
岡
田
家
を
中
心
に
一
般
株
主
五
十
六
名

が
参
加
し
て
、
根
尾
山
段
木
商
会
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
山
林
資
源
の
枯
渇
を
防
ぐ
た
め
、
山
元
株

式
一
株
に
つ
き
一
二
〇
間
を
年
産
出
高
と
し
、
株

数
で
伐
採
量
を
制
限
し
ま
し
た
。
販
売
先
は
尾
張
・

半
田
の
酒
造
家
や
第
三
師
団
な
ど
で
、
年
三
，
五

〇
〇
間
を
売
っ
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）
年
、
濃
尾
震
災
に

よ
っ
て
段
木
生
産
が
困
難
と
な
り
、
明
治
二
十
七

（
一
八
九
四
）
年
に
根
尾
山
段
木
商
会
は
解
散
し

ま
し
た
。
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
に
は
根

尾
川
で
大
洪
水
が
あ
り
、
上
秋
村
の
堤
防
が
破
堤

し
た
た
め
、
段
木
川
は
勿
論
、
下
方
一
帯
も
土
砂

で
埋
ま
り
、
段
木
川
の
段
木
流
送
の
長
い
歴
史
に

幕
が
降
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

　
根
尾
川
大
洪
水
の
後
、
段
木
の
流
送
は
長
瀬
村

赤
石
止
め
と
な
り
、
明
治
三
十
六
（
一
九
〇
三
）

■
参
考
文
献

　
『
大
野
町
史
　

通
史
編
』
　
　

昭
和
六
十
年
　
大
野
町

　
『
大
野
町
史
　

増
補
編
』　
平
成
二
十
二
年
　
大
野
町

　
『
日
本
地
名
大
辞
典
・
岐
阜
県
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
五
年
　
角
川
書
店

　
『
大
野
町
水
運
の
歴
史
展
』

　
　
　
平
成
二
十
二
年
　
大
野
町
文
化
財
保
護
協
会

年
赤
石
に
根
尾
段
木
会
社
が
設
立
さ
れ
、
同
時
に

六
里
支
店
も
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
根
尾
か
ら
流
さ

れ
て
き
た
段
木
を
、
赤
石
土
場
で
陸
揚
げ
し
、
荷

馬
車
に
積
ん
で
六
里
ま
で
運
び
ま
し
た
。
六
里
に

段
木
工
場
が
設
け
ら
れ
、
赤
石
と
六
里
の
間
を
何

十
台
も
の
荷
馬
車
が
往
来
し
ま
し
た
。
六
里
か
ら

は
船
積
み
し
て
三
水
川
を
下
り
、
名
古
屋
方
面
に

運
送
し
ま
し
た
。
舟
の
多
く
は
六
里
の
住
民
の
持

ち
舟
で
、
農
閑
期
の
副
業
と
し
て
舟
運
に
従
事
し

て
い
ま
し
た
。
大
正
期
に
な
っ
て
、
経
済
不
況
の

影
響
に
よ
り
根
尾
段
木
会
社
が
解
散
、
段
木
の
生

産
・
流
送
は
終
焉
し
ま
し
た
。

根尾川の段木流送と更地用水

　
近
世
大
垣
藩
は
、
領
内
の
山
地
で
伐
採
し
た
丸
太
を

燃
料
用
の
段
木
と
し
て
、
大
垣
ま
で
河
川
を
流
送
し
ま

し
た
。
根
尾
川
筋
で
は
、
根
尾
川
か
ら
更
地
用
水
に
取

り
込
み
、
六
里
土
場
で
船
積
み
し
て
三
水
川
を
下
し
、

揖
斐
川
で
大
垣
ま
で
運
送
し
ま
し
た
。
古
く
か
ら
真
桑

用
水
に
属
し
て
い
た
更
地
用
水
は
、
段
木
流
送
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
段
木
川
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
明
治

に
な
っ
て
か
ら
も
、
段
木
の
生
産
・
流
送
は
民
営
で
続

け
ら
れ
ま
し
た
が
、
大
正
期
に
不
況
に
よ
っ
て
終
焉
し

ま
し
た
。

　

み
　

　

て
　

そ
ま

ほ
う
れ
き

か
ん

え
い

う
じ
か
ね

　

つ
　

　

だ
　

　

ま
　

く
わ

き
ょ
う

ろ
く

ぶ
ん
　

か
　

更地用水（段木川）取水口直下

更地より上流部の根尾川

六里土場跡

　段木川相羽・下方地内（明治時代）

　<『大野町の民話と伝承百話』大野町教育委員会より作成 >

根尾山段木商会の株式券

<『大野町水運の歴史展』大野町文化財保護協会発行より >

稲富地区を流れる更地用水
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一
．
尾
張
藩
の
林
政

　
付
知
村
の
石
高
は
、
太
閤
検
地
（
天
正
十
（
一

五
八
二
）
年
～
慶
長
三
（
一
五
九
八
）
年
）
に
よ

る
と
、
村
高
が
二
八
四
石
一
斗
八
升
、
田
畑
面
積

は
三
十
町
七
反
（
三
十
・
四
八
ha
）
余
り
で
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
田
は
十
八
町
余
り
で
、
そ
の
う
ち

溜
池

[

天
水
所

]

使
用
が
十
一
町
五
反
余
り
で
、

用
水
［
井
水

]

使
用
が
六
町
四
反
余
り
で
し
た
。

つ
ま
り
、
水
不
足
の
た
め
に
田
は
少
な
く
、
さ
ら

に
田
の
六
割
以
上
が
溜
池
に
依
存
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
慶
安
二
（
一
六
四
九
）
年
ま
で
の
五

十
年
ほ
ど
で
、
田
畑
は
二
十
八
町
五
反
余
り
（
田

が
六
町
七
反
余
り
で
、
残
り
は
畑
）
増
加
し
、
田

畑
面
積
が
約
五
十
九
町
と
な
り
ま
し
た
が
、
天
明

三
（
一
七
八
三
）
年
に
は
田
畑
面
積
は
合
計
五
十

八
町
八
反
余
り
（
新
田
畑
十
九
町
一
反
余
り
）
で
、

村
高
は
慶
安
二
（
一
六
四
九
）
年
か
ら
の
約
一
三

〇
年
間
に
殆
ど
面
積
は
変
わ
ら
ず
、
村
高
は
ほ
と

ん
ど
増
加
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
方
、
裏
木
曽
三
ヶ
村
の
木
材
資
源
は
、
濫
伐

に
よ
っ
て
禿
山
が
増
え
て
い
た
た
め
、
寛
文
五
（
一

六
六
五
）
年
に
尾
張
藩
が
木
材
資
源
保
護
の
た
め

に
一
切
の
入
山
を
禁
ず
る
留
山
制
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
宝
永
・
正
徳
期
（
一
七
〇
四
～
一
七
一
五
）

に
は
、
留
山
・
巣
山
の
拡
張
、
停
止
木
の
指
定
と

制
限
を
強
く
し
た
こ
と
に
よ
り
、
明
山
（
住
民
に

利
用
・
採
取
を
許
し
た
藩
の
管
理
す
る
山
や
入
会

地
）
の
減
少
に
よ
り
農
業
の
肥
料
や
家
畜
の
飼
料

と
な
る
芝
、
下
草
や
笹
等
の
刈
場
が
減
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
享
保
十
四
（
一
七
二
九
）
年
に
は
、
榑

木
や
土
居
な
ど
屋
根
板
材
に
使
用
す
る
白
木
等
で

支
払
う
木
年
貢
が
米
納
に
切
り
替
わ
っ
た
た
め
、

村
民
の
困
窮
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
時
の
村
の
困
窮
を
見
て
み
る
と
、
享
和
二

（
一
八
〇
二
）
年
の
付
知
村
の
村
民
三
九
六
軒
（
約

二
，
二
〇
〇
人
）
の
内
、
村
人
の
収
入
は
四
十
～

十
石
が
二
軒
、
九
～
一
石
が
四
十
一
軒
、
一
石
以

下
一
八
一
軒
、
無
高
一
六
二
軒
と
代
官
所
に
報
告

創

案
し
、
高
さ
五
尺
（
一
・
五
ｍ
）
、
横
幅
四
尺

（
一
・
二
ｍ
）
、
水
路
幅
二
・
五
尺
（
七
十
五
㎝
）
の

東
濃
で
初
の
隧
道
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
隧
道
両
端
か
ら
掘
ら
れ
た
水
路
は
、

勇
次
郎
の
巧
み
な
測
量
技
術
に
よ
り
、

隧
道
中
央
部
で
わ
ず
か
上
下
に
五
寸

（
十
五
㎝
）
程
食
い
違
っ
て
い
た
だ
け

で
し
た
。

　
加
地
勇
次
郎
は
、
明
和
二
（
一
七
六
五
）

年
に
菓
子
上
に
生
ま
れ
、
下
付
知
の
酒
造

屋
に
丁
稚
奉
公
後
、
四
十
代
で
用
水
工
事

技
術
者
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
荒
井

水
を
手
始
め
に
、
付
知
の
ほ
と
ん
ど
の
用

水
を
造
り
、
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年

に
七
十
八
歳
で
逝
去
し
ま
し
た
。

三
．
田
口
慶
郷
と

　
　
五
大
用
水

　
私
財
を
投
じ
、
難
事
業
で
あ
る
鱒
淵

用
水
、
猪
ノ
谷
用
水
、
西
股
用
水
、
宮

沢
用
水
、
川
東
用
水
の
五
大
用
水
事
業

を
完
成
さ
せ
、
付
知
村
に
稲
作
普
及
の

礎
を
築
い
た
と
さ
れ
る
の
が
第
十
五
代

付
知
村
の
庄
屋
　

田
口
慶
郷
で
す
。

（
一
）
鱒
淵
用
水
工
事

　
慶
郷
（
二
十
九
歳
）
は
、
文
政
十
（
一

八
二
七
）
年
九
月
に
親
類
か
ら
資
金
調

流
れ
る
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
掘
割
工
事
を
行
い

ま
し
た
が
、
工
事
資
金
に
困
る
よ
う
に
な
り
工
事

を
中
止
し
ま
し
た
。
政
右
衛
門
は
、
家
財
道
具
も

無
く
な
っ
た
家
に
妻
や
子
を
残
し
、
金
策
の
旅
に

出
た
ま
ま
つ
い
に
付
知
に
は
帰
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
も
旧
水
路
が
、
大
起
か
ら
屋
敷
岌
間
（
現
在

の
西
股
用
水
よ
り
か
な
り
高
い
位
置
）
に
残
っ
て

い
ま
す
。

（
二
）
荒
井
水

　
下
付
知
黒
川
谷
の
支
流
袖
谷
を
取
水
口
と
し
た

荒
井
水
は
、
寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年
に
修
復
さ

れ
て
お
り
、
下
付
知
で
最
も
古
く
長
い
用
水
路
で

し
た
。
し
か
し
こ
の
用
水
路
は
、
急
斜
面
に
幅
狭

く
掘
割
ら
れ
、
上
ヶ
平
中
腹
を
一
回
り
し
て
お

り
、
晴
天
時
に
は
干
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
荒
井
水
頭
の
牧
野
丈
右
衛
門
は
井
仲

間
六
人
と
、
取
り
込
み
口
（
袖
谷
）
付
近
か
ら
山

を
掘
り
抜
い
て
若
宮
神
社
裏
の
宮
沢
ま
で
約
一
〇

五
間
（
約
一
九
〇
ｍ
）
の
隧
道
を
掘
削
し
、
用
水

路
の
距
離
を
約
一
／
二
十
と
す
る
計
画
を
立
て
費

用
を
分
担
し
て
、
文
化
五
（
一
八
〇
八
）
年
に
隧

道
工
事
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
工
事
は
、
加
地
勇
次
郎
が
工
事
頭
を
務
め

ま
し
た
。
勇
次
郎
は
工
区
を
東
と
西
に
分
け
、
隧

道
内
に
溜
ま
る
土
砂
を
搬
出
す
る
「
四
つ
車
」
を

　
な
お
田
口
慶
郷
は
、
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年

よ
り
翌
年
に
掛
け
て
、
さ
ら
に
宮
沢
用
水
・
川
東

用
水
工
事
を
相
次
い
で
行
い
ま
し
た
。

四
．
慶
郷
の
負
債

　
鱒
淵
用
水
完
成
後
の
文
政
十
三
（
天
保
元
＝
一

八
三
〇
）
年
九

月
、
村
民
は
、

多
額
の
負
債
を

負
っ
て
く
れ
た

慶
郷
へ
の
感
謝

の
念
で
、
一
般

用
水
懸
り
田
一

反
に
つ
き
井
料

米
（
用
水
使
用

料
。
水
代
米
）

五

斗

の

一

割

（
五
升
）
を
今

後
与
え
る
こ
と

に

決

め

ま

し

た
。

　
し
か
し
、
慶

郷

は

天

保

四

（
一
八
三
三
）

年
に
貧
窮
農
民

の
た
め
に
、
与

え
ら
れ
る
一
割

の
そ
の
一
割
（
五
合
）
を
主
要
組
合
員
十
九
人
へ

醵
出
し
、
そ
れ
を
積
み
立
て
て
田
畑
を
購
入
し
、

そ
の
収
穫
米
で
順
次
井
料
米
を
減
少
さ
せ
、
二
斗

ま
で
減
少
し
た
時
に
、
慶
郷
の
取
り
分
を
完
全
に

一
割
に
復
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
総
工
費
二
二
，
〇
〇
〇
両
余
り
の
調
達
は
、
い

ず
れ
も
他
借
で
賄
っ
て
お
り
、
慶
郷
は
全
体
の
約

四
十
二
％
に
及
ぶ
九
，
四
三
〇
両
余
り
（
五
大
用

水
普
請
費
七
，
七
六
六
・
一
＋
他
の
用
水
等
普
請

費
一
，
六
六
七
＝
九
，
四
三
三
・
一
両
）
を
負
っ
て

い
ま
し
た
。

　
こ
の
借
財
の
内
、
当
初
費
用
負
担
を
躊
躇
っ
て

い
た
頭
分
が
そ
れ
ぞ
れ
十
両
か
ら
五
〇
〇
両
の
金

額
を
負
担
し
、
上
表
の
「
冥
加
金
三
，
〇
二
〇
両
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

五
．
お
わ
り
に

　
用
水
路
開
削
以
前
の
天
明
元
（
一
七
八
一
）
年

に
は
、
本
田
畑
二
一
七
石
一
斗
余
り
で
し
た
が
、

用
水
路
が
完
成
し
た
後
の
慶
応
元
（
一
八
六
五
）

年
に
は
二
六
二
石
一
斗
余
り
と
約
四
十
五
石
増
加

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
増
加
分
は
、
一
石
に

つ
き
五
〇
三
両
費
や
し
た
こ
と
に
な
り
、
慶
郷
は

大
き
な
負
担
を
負
っ
た
の
で
し
た
。
ま
た
、
鱒
淵

用
水
協
力
者
十
七
人
の
大
半
が
他
借
に
つ
ぐ
他
借

で
つ
ぶ
れ
、
井
連
中
の
七
割
が
入
れ
替
わ
っ
た
ほ

ど
で
し
た
。

　
偉
大
な
足
跡
を
残
し
た
慶
郷
は
慶
応
二
（
一
八

六
六
）
年
二
月
に
七
十
二
歳
で
逝
去
し
ま
し
た
。

達
の
約
束
を
取
り
付
け
、
村
の
頭
百
姓
　

今
井
長
四

郎
や
荒
井
水
頭
の
牧
野
丈
右
衛
門
を
始
め
計
十
七

人
の
協
力
を
得
て
鱒
淵
か
ら
取
水
す
る
鱒
淵
用
水

建
設
に
着
工
し
ま
し
た
。

　
工
事
は
十
年
計
画
で
し
た
が
、
用
水
工
事
技
術

者
　

加
地
勇
次
郎
の
優
れ
た
測
量
技
術
に
よ
っ
て
、

二
年
七
ヶ
月
後
の
文
政
十
三
（
一
八
三
〇
）
年
三

月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　
工
事
に
携
わ
っ
た
人
夫
は
延
べ
二
七
，
二
〇
九

人
に
の
ぼ
り
、
費
や
し
た
総
工
費
は
一
，
二
九
九

両
二
朱
と
銀
〇
・
七
五
匁
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
内
、
約
一
割
に
相
当
す
る
一
二
九
両
三
分
二

朱
と
銀
二
・
三
四
匁
を
、
慶
郷
は
私
財
で
負
担
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
の
中
津
川
市
付
知
町
に
は
、
鱒
淵
用
水
、
猪
ノ

谷
用
水
、
西
股
用
水
、
宮
沢
用
水
、
川
東
用
水
（
現
在

の
荏
薙
用
水
）
の
五
大
用
水
が
流
れ
、
豊
か
な
土
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
五
大
用
水
を
総
称

し
て
『
付
知
用
水
』
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
、
用
水
開
削
に

携
わ
っ
た
先
人
の
努
力
と
苦
労
を
紹
介
し
ま
す
。

　
木
曽
川
の
右
岸
側
に
位
置
す
る
、
当
時
の
付
知
村

（
現
在
の
中
津
川
市
付
知
町
、
以
下
は
当
時
の
地
名
で

表
記
す
る
）
の
平
地
は
、
付
知
川
沿
い
に
わ
ず
か
に
あ

る
だ
け
で
、
村
を
貫
流
す
る
付
知
川
は
集
落
か
ら
は
る

か
五
十
ｍ
程
低
く
流
れ
て
お
り
、
古
く
か
ら
灌
漑
用
水

に
恵
ま
れ
な
い
山
村
で
し
た
。

　
こ
の
付
知
村
と
隣
接
す
る
加
子
母
村
、
川
上
村
を
加

え
た
三
ヶ
村
は
、
良
質
の
木
曽
桧
を
産
す
る
、
裏
木
曽

三
ヶ
村
（
濃
州
三
ヶ
村
）
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

地域と河川　第二編

付知用水開削に向けて

さ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
付
知
村
全
体
で
年
間

六
二
〇
～
二
四
〇
石
と
な
り
ま
す
。
天
明
元
（
一

七
八
一
）
年
に
は
、
本
田
畑
二
一
七
石
一
斗
余
り

と
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
一
石
は
、
一
食
に
米
一
合
、
一
日

三
合
が
お
お
む
ね
成
人
一
人
の
消
費
量
と
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
一
石
は
成
人
一
人
が
一
年
間
に
消

費
す
る
量
に
ほ
ぼ
等
し
い
と
見
な
さ
れ
ま
す
。
人

口
二
，
二
〇
〇
人
の
付
知
村
に
と
っ
て
、
露
命
を

つ
な
ぐ
だ
け
で
も
困
難
の
状
況
で
、
村
の
食
料
を

増
産
す
る
た
め
自
普
請
で
用
水
路
を
建
設
す
る
必

要
に
迫
ら
れ
た
の
で
す
。

二
．
付
知
用
水
路
建
設
に

　
　
向
け
た
動
き

　
付
知
に
開
削
さ
れ
た
用
水
路
に
つ
い
て
は
、
平

成
三
（
一
九
九
一
）
年
に
付
知
中
学
一
年
生
が
、

用
水
路
の
取
水
口
と
経
路
を
調
べ
、
『
付
知
の
用
水
』

と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
調
査
に
よ
る
と
、

当
時
の
付
知
村
に
は
用
水
路
が
三
十
三
本
あ
っ
た

と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
三
本
が
消
失
し
、
当
時

も
三
十
本
の
用
水
路
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
以
下

に
代
表
的
な
二
つ
の
用
水
を
紹
介
し
ま
す
。

（
一
）
政
右
衛
門
用
水

　
文
化
二
（
一
八
〇
四
）
年
、
曽
利
目
の
政
右
衛

門
は
宇
峠
（
現
在
の
西
股
用
水
取
水
口
の
西
側
）

の
谷
か
ら
白
谷
ま
で
約
四
㎞
を
掘
割
り
の
用
水
路

で
水
を
引
く
計
画
を
立
て
完
成
し
ま
し
た
が
、
測

量
の
誤
り
で
水
は
流
れ
て
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
猪
谷
か
ら
竹
樋
で
少
し
ず
つ
水
を
流
し
、

付知川右岸の岩壁を懸樋や隧道で連続した鱒淵用水

<出典 :『付知の文化財』部分図 >

「義人政右衛門之碑」

付知北小学校裏を流れる「西
股用水路」の側に、昭和 29 年
８月に長谷川満二町長が建てた。

三大用水経路図　<提供 :付知町役場 >

「若宮隧道」

隧道脇に開通時に祀った水神様が祀られ、隧道から出て

いる白いパイプで恵北浄化センターへ上水を送っている。

隧道堀りの加地勇次郎

<出典 :『先人から伝えてきた付知の文化財』>
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一
．
尾
張
藩
の
林
政

　
付
知
村
の
石
高
は
、
太
閤
検
地
（
天
正
十
（
一

五
八
二
）
年
～
慶
長
三
（
一
五
九
八
）
年
）
に
よ

る
と
、
村
高
が
二
八
四
石
一
斗
八
升
、
田
畑
面
積

は
三
十
町
七
反
（
三
十
・
四
八
ha
）
余
り
で
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
田
は
十
八
町
余
り
で
、
そ
の
う
ち

溜
池

[

天
水
所

]

使
用
が
十
一
町
五
反
余
り
で
、

用
水
［
井
水

]

使
用
が
六
町
四
反
余
り
で
し
た
。

つ
ま
り
、
水
不
足
の
た
め
に
田
は
少
な
く
、
さ
ら

に
田
の
六
割
以
上
が
溜
池
に
依
存
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
慶
安
二
（
一
六
四
九
）
年
ま
で
の
五

十
年
ほ
ど
で
、
田
畑
は
二
十
八
町
五
反
余
り
（
田

が
六
町
七
反
余
り
で
、
残
り
は
畑
）
増
加
し
、
田

畑
面
積
が
約
五
十
九
町
と
な
り
ま
し
た
が
、
天
明

三
（
一
七
八
三
）
年
に
は
田
畑
面
積
は
合
計
五
十

八
町
八
反
余
り
（
新
田
畑
十
九
町
一
反
余
り
）
で
、

村
高
は
慶
安
二
（
一
六
四
九
）
年
か
ら
の
約
一
三

〇
年
間
に
殆
ど
面
積
は
変
わ
ら
ず
、
村
高
は
ほ
と

ん
ど
増
加
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
方
、
裏
木
曽
三
ヶ
村
の
木
材
資
源
は
、
濫
伐

に
よ
っ
て
禿
山
が
増
え
て
い
た
た
め
、
寛
文
五
（
一

六
六
五
）
年
に
尾
張
藩
が
木
材
資
源
保
護
の
た
め

に
一
切
の
入
山
を
禁
ず
る
留
山
制
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
宝
永
・
正
徳
期
（
一
七
〇
四
～
一
七
一
五
）

に
は
、
留
山
・
巣
山
の
拡
張
、
停
止
木
の
指
定
と

制
限
を
強
く
し
た
こ
と
に
よ
り
、
明
山
（
住
民
に

利
用
・
採
取
を
許
し
た
藩
の
管
理
す
る
山
や
入
会

地
）
の
減
少
に
よ
り
農
業
の
肥
料
や
家
畜
の
飼
料

と
な
る
芝
、
下
草
や
笹
等
の
刈
場
が
減
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
享
保
十
四
（
一
七
二
九
）
年
に
は
、
榑

木
や
土
居
な
ど
屋
根
板
材
に
使
用
す
る
白
木
等
で

支
払
う
木
年
貢
が
米
納
に
切
り
替
わ
っ
た
た
め
、

村
民
の
困
窮
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
時
の
村
の
困
窮
を
見
て
み
る
と
、
享
和
二

（
一
八
〇
二
）
年
の
付
知
村
の
村
民
三
九
六
軒
（
約

二
，
二
〇
〇
人
）
の
内
、
村
人
の
収
入
は
四
十
～

十
石
が
二
軒
、
九
～
一
石
が
四
十
一
軒
、
一
石
以

下
一
八
一
軒
、
無
高
一
六
二
軒
と
代
官
所
に
報
告

創

案
し
、
高
さ
五
尺
（
一
・
五
ｍ
）
、
横
幅
四
尺

（
一
・
二
ｍ
）
、
水
路
幅
二
・
五
尺
（
七
十
五
㎝
）
の

東
濃
で
初
の
隧
道
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
隧
道
両
端
か
ら
掘
ら
れ
た
水
路
は
、

勇
次
郎
の
巧
み
な
測
量
技
術
に
よ
り
、

隧
道
中
央
部
で
わ
ず
か
上
下
に
五
寸

（
十
五
㎝
）
程
食
い
違
っ
て
い
た
だ
け

で
し
た
。

　
加
地
勇
次
郎
は
、
明
和
二
（
一
七
六
五
）

年
に
菓
子
上
に
生
ま
れ
、
下
付
知
の
酒
造

屋
に
丁
稚
奉
公
後
、
四
十
代
で
用
水
工
事

技
術
者
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
荒
井

水
を
手
始
め
に
、
付
知
の
ほ
と
ん
ど
の
用

水
を
造
り
、
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年

に
七
十
八
歳
で
逝
去
し
ま
し
た
。

三
．
田
口
慶
郷
と

　
　
五
大
用
水

　
私
財
を
投
じ
、
難
事
業
で
あ
る
鱒
淵

用
水
、
猪
ノ
谷
用
水
、
西
股
用
水
、
宮

沢
用
水
、
川
東
用
水
の
五
大
用
水
事
業

を
完
成
さ
せ
、
付
知
村
に
稲
作
普
及
の

礎
を
築
い
た
と
さ
れ
る
の
が
第
十
五
代

付
知
村
の
庄
屋
　

田
口
慶
郷
で
す
。

（
一
）
鱒
淵
用
水
工
事

　
慶
郷
（
二
十
九
歳
）
は
、
文
政
十
（
一

八
二
七
）
年
九
月
に
親
類
か
ら
資
金
調

流
れ
る
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
掘
割
工
事
を
行
い

ま
し
た
が
、
工
事
資
金
に
困
る
よ
う
に
な
り
工
事

を
中
止
し
ま
し
た
。
政
右
衛
門
は
、
家
財
道
具
も

無
く
な
っ
た
家
に
妻
や
子
を
残
し
、
金
策
の
旅
に

出
た
ま
ま
つ
い
に
付
知
に
は
帰
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
も
旧
水
路
が
、
大
起
か
ら
屋
敷
岌
間
（
現
在

の
西
股
用
水
よ
り
か
な
り
高
い
位
置
）
に
残
っ
て

い
ま
す
。

（
二
）
荒
井
水

　
下
付
知
黒
川
谷
の
支
流
袖
谷
を
取
水
口
と
し
た

荒
井
水
は
、
寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年
に
修
復
さ

れ
て
お
り
、
下
付
知
で
最
も
古
く
長
い
用
水
路
で

し
た
。
し
か
し
こ
の
用
水
路
は
、
急
斜
面
に
幅
狭

く
掘
割
ら
れ
、
上
ヶ
平
中
腹
を
一
回
り
し
て
お

り
、
晴
天
時
に
は
干
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
荒
井
水
頭
の
牧
野
丈
右
衛
門
は
井
仲

間
六
人
と
、
取
り
込
み
口
（
袖
谷
）
付
近
か
ら
山

を
掘
り
抜
い
て
若
宮
神
社
裏
の
宮
沢
ま
で
約
一
〇

五
間
（
約
一
九
〇
ｍ
）
の
隧
道
を
掘
削
し
、
用
水

路
の
距
離
を
約
一
／
二
十
と
す
る
計
画
を
立
て
費

用
を
分
担
し
て
、
文
化
五
（
一
八
〇
八
）
年
に
隧

道
工
事
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
工
事
は
、
加
地
勇
次
郎
が
工
事
頭
を
務
め

ま
し
た
。
勇
次
郎
は
工
区
を
東
と
西
に
分
け
、
隧

道
内
に
溜
ま
る
土
砂
を
搬
出
す
る
「
四
つ
車
」
を

　
な
お
田
口
慶
郷
は
、
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年

よ
り
翌
年
に
掛
け
て
、
さ
ら
に
宮
沢
用
水
・
川
東

用
水
工
事
を
相
次
い
で
行
い
ま
し
た
。

四
．
慶
郷
の
負
債

　
鱒
淵
用
水
完
成
後
の
文
政
十
三
（
天
保
元
＝
一

八
三
〇
）
年
九

月
、
村
民
は
、

多
額
の
負
債
を

負
っ
て
く
れ
た

慶
郷
へ
の
感
謝

の
念
で
、
一
般

用
水
懸
り
田
一

反
に
つ
き
井
料

米
（
用
水
使
用

料
。
水
代
米
）

五

斗

の

一

割

（
五
升
）
を
今

後
与
え
る
こ
と

に

決

め

ま

し

た
。

　
し
か
し
、
慶

郷

は

天

保

四

（
一
八
三
三
）

年
に
貧
窮
農
民

の
た
め
に
、
与

え
ら
れ
る
一
割

の
そ
の
一
割
（
五
合
）
を
主
要
組
合
員
十
九
人
へ

醵
出
し
、
そ
れ
を
積
み
立
て
て
田
畑
を
購
入
し
、

そ
の
収
穫
米
で
順
次
井
料
米
を
減
少
さ
せ
、
二
斗

ま
で
減
少
し
た
時
に
、
慶
郷
の
取
り
分
を
完
全
に

一
割
に
復
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
総
工
費
二
二
，
〇
〇
〇
両
余
り
の
調
達
は
、
い

ず
れ
も
他
借
で
賄
っ
て
お
り
、
慶
郷
は
全
体
の
約

四
十
二
％
に
及
ぶ
九
，
四
三
〇
両
余
り
（
五
大
用

水
普
請
費
七
，
七
六
六
・
一
＋
他
の
用
水
等
普
請

費
一
，
六
六
七
＝
九
，
四
三
三
・
一
両
）
を
負
っ
て

い
ま
し
た
。

　
こ
の
借
財
の
内
、
当
初
費
用
負
担
を
躊
躇
っ
て

い
た
頭
分
が
そ
れ
ぞ
れ
十
両
か
ら
五
〇
〇
両
の
金

額
を
負
担
し
、
上
表
の
「
冥
加
金
三
，
〇
二
〇
両
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

五
．
お
わ
り
に

　
用
水
路
開
削
以
前
の
天
明
元
（
一
七
八
一
）
年

に
は
、
本
田
畑
二
一
七
石
一
斗
余
り
で
し
た
が
、

用
水
路
が
完
成
し
た
後
の
慶
応
元
（
一
八
六
五
）

年
に
は
二
六
二
石
一
斗
余
り
と
約
四
十
五
石
増
加

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
増
加
分
は
、
一
石
に

つ
き
五
〇
三
両
費
や
し
た
こ
と
に
な
り
、
慶
郷
は

大
き
な
負
担
を
負
っ
た
の
で
し
た
。
ま
た
、
鱒
淵

用
水
協
力
者
十
七
人
の
大
半
が
他
借
に
つ
ぐ
他
借

で
つ
ぶ
れ
、
井
連
中
の
七
割
が
入
れ
替
わ
っ
た
ほ

ど
で
し
た
。

　
偉
大
な
足
跡
を
残
し
た
慶
郷
は
慶
応
二
（
一
八

六
六
）
年
二
月
に
七
十
二
歳
で
逝
去
し
ま
し
た
。

達
の
約
束
を
取
り
付
け
、
村
の
頭
百
姓
　

今
井
長
四

郎
や
荒
井
水
頭
の
牧
野
丈
右
衛
門
を
始
め
計
十
七

人
の
協
力
を
得
て
鱒
淵
か
ら
取
水
す
る
鱒
淵
用
水

建
設
に
着
工
し
ま
し
た
。

　
工
事
は
十
年
計
画
で
し
た
が
、
用
水
工
事
技
術

者
　

加
地
勇
次
郎
の
優
れ
た
測
量
技
術
に
よ
っ
て
、

二
年
七
ヶ
月
後
の
文
政
十
三
（
一
八
三
〇
）
年
三

月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　
工
事
に
携
わ
っ
た
人
夫
は
延
べ
二
七
，
二
〇
九

人
に
の
ぼ
り
、
費
や
し
た
総
工
費
は
一
，
二
九
九

両
二
朱
と
銀
〇
・
七
五
匁
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
内
、
約
一
割
に
相
当
す
る
一
二
九
両
三
分
二

朱
と
銀
二
・
三
四
匁
を
、
慶
郷
は
私
財
で
負
担
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
の
中
津
川
市
付
知
町
に
は
、
鱒
淵
用
水
、
猪
ノ

谷
用
水
、
西
股
用
水
、
宮
沢
用
水
、
川
東
用
水
（
現
在

の
荏
薙
用
水
）
の
五
大
用
水
が
流
れ
、
豊
か
な
土
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
五
大
用
水
を
総
称

し
て
『
付
知
用
水
』
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
、
用
水
開
削
に

携
わ
っ
た
先
人
の
努
力
と
苦
労
を
紹
介
し
ま
す
。

　
木
曽
川
の
右
岸
側
に
位
置
す
る
、
当
時
の
付
知
村

（
現
在
の
中
津
川
市
付
知
町
、
以
下
は
当
時
の
地
名
で

表
記
す
る
）
の
平
地
は
、
付
知
川
沿
い
に
わ
ず
か
に
あ

る
だ
け
で
、
村
を
貫
流
す
る
付
知
川
は
集
落
か
ら
は
る

か
五
十
ｍ
程
低
く
流
れ
て
お
り
、
古
く
か
ら
灌
漑
用
水

に
恵
ま
れ
な
い
山
村
で
し
た
。

　
こ
の
付
知
村
と
隣
接
す
る
加
子
母
村
、
川
上
村
を
加

え
た
三
ヶ
村
は
、
良
質
の
木
曽
桧
を
産
す
る
、
裏
木
曽

三
ヶ
村
（
濃
州
三
ヶ
村
）
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

地域と河川　第二編

付知用水開削に向けて

さ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
付
知
村
全
体
で
年
間

六
二
〇
～
二
四
〇
石
と
な
り
ま
す
。
天
明
元
（
一

七
八
一
）
年
に
は
、
本
田
畑
二
一
七
石
一
斗
余
り

と
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
一
石
は
、
一
食
に
米
一
合
、
一
日

三
合
が
お
お
む
ね
成
人
一
人
の
消
費
量
と
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
一
石
は
成
人
一
人
が
一
年
間
に
消

費
す
る
量
に
ほ
ぼ
等
し
い
と
見
な
さ
れ
ま
す
。
人

口
二
，
二
〇
〇
人
の
付
知
村
に
と
っ
て
、
露
命
を

つ
な
ぐ
だ
け
で
も
困
難
の
状
況
で
、
村
の
食
料
を

増
産
す
る
た
め
自
普
請
で
用
水
路
を
建
設
す
る
必

要
に
迫
ら
れ
た
の
で
す
。

二
．
付
知
用
水
路
建
設
に

　
　
向
け
た
動
き

　
付
知
に
開
削
さ
れ
た
用
水
路
に
つ
い
て
は
、
平

成
三
（
一
九
九
一
）
年
に
付
知
中
学
一
年
生
が
、

用
水
路
の
取
水
口
と
経
路
を
調
べ
、
『
付
知
の
用
水
』

と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
調
査
に
よ
る
と
、

当
時
の
付
知
村
に
は
用
水
路
が
三
十
三
本
あ
っ
た

と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
三
本
が
消
失
し
、
当
時

も
三
十
本
の
用
水
路
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
以
下

に
代
表
的
な
二
つ
の
用
水
を
紹
介
し
ま
す
。

（
一
）
政
右
衛
門
用
水

　
文
化
二
（
一
八
〇
四
）
年
、
曽
利
目
の
政
右
衛

門
は
宇
峠
（
現
在
の
西
股
用
水
取
水
口
の
西
側
）

の
谷
か
ら
白
谷
ま
で
約
四
㎞
を
掘
割
り
の
用
水
路

で
水
を
引
く
計
画
を
立
て
完
成
し
ま
し
た
が
、
測

量
の
誤
り
で
水
は
流
れ
て
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
猪
谷
か
ら
竹
樋
で
少
し
ず
つ
水
を
流
し
、

付知川右岸の岩壁を懸樋や隧道で連続した鱒淵用水

<出典 :『付知の文化財』部分図 >

「義人政右衛門之碑」

付知北小学校裏を流れる「西
股用水路」の側に、昭和 29 年
８月に長谷川満二町長が建てた。

三大用水経路図　<提供 :付知町役場 >

「若宮隧道」

隧道脇に開通時に祀った水神様が祀られ、隧道から出て

いる白いパイプで恵北浄化センターへ上水を送っている。

隧道堀りの加地勇次郎

<出典 :『先人から伝えてきた付知の文化財』>
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底
幅
三
尺
（
九
十
㎝
）
の
用
水
路
長
四
，
九
一
四

間
（
八
，
九
四
三
ｍ
）
の
内
、
土
堤
を
併
設
し
た

掘
割
土
堤
が
二
，
八
〇
四
間
二
尺
（
五
，
一
〇
四
ｍ
）

で
全
体
の
五
十
七
％
、
他
は
片
側
や
両
側
を
石
垣

に
し
た
掘
割
が
二
二
九
間
（
四
一
七
ｍ
）
で
し
た
。

　
鱒
淵
用
水
路
に
築
い
た
石
垣
は
十
一
ヶ
所
三
〇

〇
間
半
（
五
四
七
ｍ
）
で
あ
り
、
さ
ら
に
難
工
事

で
あ
る
崖
な
ど
に
沿
う
難
場
掘
割
が
五
ヶ
所
で

一
，
二
四
五
間
半
（
二
，
二
六
七
ｍ
）
、
岩
盤
を
穿

つ
隧
道
（
高
さ
五
尺
五
寸
、
幅
三
尺
）
は
十
三
ヶ

所
で
二
六
二
間
四
尺
（
四
七
八
ｍ
）
、
谷
を
越
え

る
懸
樋
が
六
ヶ
所
（
七
十
二
間
一
三
一
ｍ
）
と
い

う
大
工
事
で
し
た
。

（
二
）
猪
ノ
谷
用
水
・
西
股
用
水
工
事

　
文
政
十
一
（
一
八
二
八
）
年
六
月
、
大
郷
瀬
の

奥
に
住
む
喜
六
ら
三
人
の
発
起
で
旧
猪
ノ
谷
井
水

に
着
手
し
、
文
政
十
二
（
一
八
二
九
）
年
四
月
に

完
成
し
ま
し
た
が
、
文
政
十
三
（
天
保
元
＝
一
八

三
〇
）
年
の
大
雨
で
破
損
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
田
口
慶
郷
を
中
心
と
し
て
、
旧
猪
ノ

谷
井
水
に
他
の
小
井
水
等
（
白
谷
井
水
等
）
を
合

併
し
て
用
水
路
と
す
る
新
猪
ノ
谷
用
水
の
建
設
計

画
を
立
て
、
天
保
元
（
一
八
三
〇
）
年
九
月
に
着

工
し
、
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
三
月
に
完
成
さ

せ
ま
し
た
。

　
取
水
堰
は
、
猪
ノ
谷
と
宇
峠
谷
に
長
さ
六
間
と

七
間
、
高
さ
各
一
間
で
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
用
水

路
全
長
四
，
五
〇
〇
間
（
八
，
一
九
〇
ｍ
）
の
う
ち
、

岩
壁
難
場
の
計
二
，
五
二
〇
間
（
四
，
五
八
六
ｍ
）

と
山
路
掘
割
の
一
，
八
〇
〇
間
（
三
，
二
七
六
ｍ
）

で
全
長
の
九
十
六
％
に
も
な
り
、
さ
ら
に
隧
道

五
ヶ
所
で
計
五
十
七
・
五
間
（
一
〇
五
ｍ
）
と
懸

樋
（
谷
な
ど
を
渡
す
樋
）
一
ヶ
所
二
間
で
、
こ
の

工
事
も
極
め
て
難
工
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
用
水
路
は
水
量
が
貧
し
く
、
維

持
費
が
嵩
ん
だ
た
め
、
二
十
年
後
の
嘉
永
三
（
一

八
五
〇
）
年
九
月
に
水
源
を
付
知
川
西
股
と
し
た

新
た
な
用
水
、
西
股
用
水
に
着
工
し
、
翌
年
に
完

成
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
西
股
用
水
は
、
西
股
入
加
汰
山
字
カ
カ
ズ
リ
に

設
置
し
た
長
さ
十
六
間
（
二
十
九
ｍ
）
、
高
さ
一

丈
（
三
ｍ
）
の
堰
で
取
水
し
、
全
長
五
，
四
七
一

間
（
九
，
九
五
七
ｍ
）
の
う
ち
、
土
堤
普
請
掘
割

が
計
三
，
六
一
八
間
（
六
，
五
八
五
ｍ
）
と
全
体
の

六
十
六
％
で
、
他
は
岩
壁
難
場
計
一
，
四
六
〇
間

（
二
，
六
五
七
ｍ
）
、
隧
道
十
八
ヶ
所
計
二
七
一
間

（
四
九
三
ｍ
）
、
懸
樋
十
六
ヶ
所
計
一
〇
七
・
五

間
（
一
九
六
ｍ
）
で
、
こ
の
中
に
は
石
垣
二
十
二
ヶ

所
八
四
四
間
四
尺
（
一
，
五
三
七
ｍ
）
が
築
か
れ

た
難
工
事
で
し
た
。

　
な
お
田
口
慶
郷
は
、
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年

よ
り
翌
年
に
掛
け
て
、
さ
ら
に
宮
沢
用
水
・
川
東

用
水
工
事
を
相
次
い
で
行
い
ま
し
た
。

四
．
慶
郷
の
負
債

　
鱒
淵
用
水
完
成
後
の
文
政
十
三
（
天
保
元
＝
一

八
三
〇
）
年
九

月
、
村
民
は
、

多
額
の
負
債
を

負
っ
て
く
れ
た

慶
郷
へ
の
感
謝

の
念
で
、
一
般

用
水
懸
り
田
一

反
に
つ
き
井
料

米
（
用
水
使
用

料
。
水
代
米
）

五

斗

の

一

割

（
五
升
）
を
今

後
与
え
る
こ
と

に

決

め

ま

し

た
。

　
し
か
し
、
慶

郷

は

天

保

四

（
一
八
三
三
）

年
に
貧
窮
農
民

の
た
め
に
、
与

え
ら
れ
る
一
割

の
そ
の
一
割
（
五
合
）
を
主
要
組
合
員
十
九
人
へ

醵
出
し
、
そ
れ
を
積
み
立
て
て
田
畑
を
購
入
し
、

そ
の
収
穫
米
で
順
次
井
料
米
を
減
少
さ
せ
、
二
斗

ま
で
減
少
し
た
時
に
、
慶
郷
の
取
り
分
を
完
全
に

一
割
に
復
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
総
工
費
二
二
，
〇
〇
〇
両
余
り
の
調
達
は
、
い

ず
れ
も
他
借
で
賄
っ
て
お
り
、
慶
郷
は
全
体
の
約

四
十
二
％
に
及
ぶ
九
，
四
三
〇
両
余
り
（
五
大
用

水
普
請
費
七
，
七
六
六
・
一
＋
他
の
用
水
等
普
請

費
一
，
六
六
七
＝
九
，
四
三
三
・
一
両
）
を
負
っ
て

い
ま
し
た
。

　
こ
の
借
財
の
内
、
当
初
費
用
負
担
を
躊
躇
っ
て

い
た
頭
分
が
そ
れ
ぞ
れ
十
両
か
ら
五
〇
〇
両
の
金

額
を
負
担
し
、
上
表
の
「
冥
加
金
三
，
〇
二
〇
両
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

五
．
お
わ
り
に

　
用
水
路
開
削
以
前
の
天
明
元
（
一
七
八
一
）
年

に
は
、
本
田
畑
二
一
七
石
一
斗
余
り
で
し
た
が
、

用
水
路
が
完
成
し
た
後
の
慶
応
元
（
一
八
六
五
）

年
に
は
二
六
二
石
一
斗
余
り
と
約
四
十
五
石
増
加

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
増
加
分
は
、
一
石
に

つ
き
五
〇
三
両
費
や
し
た
こ
と
に
な
り
、
慶
郷
は

大
き
な
負
担
を
負
っ
た
の
で
し
た
。
ま
た
、
鱒
淵

用
水
協
力
者
十
七
人
の
大
半
が
他
借
に
つ
ぐ
他
借

で
つ
ぶ
れ
、
井
連
中
の
七
割
が
入
れ
替
わ
っ
た
ほ

ど
で
し
た
。

　
偉
大
な
足
跡
を
残
し
た
慶
郷
は
慶
応
二
（
一
八

六
六
）
年
二
月
に
七
十
二
歳
で
逝
去
し
ま
し
た
。

■
参
考
資
料

　
『
付
知
村
史
』
　
　
　
　
付
知
町
　
昭
和
四
十
九
年

　
『
付
知
の
用
水
』
　
　
付
知
中
学
校
　
一
九
九
一
年

　
『
近
世
美
濃
に
お
け
る
二
大
用
水
の
開
削
』

　
　
　
日
置
弥
三
郎
　

岐
阜
史
学
　

第
五
十
五
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
十
四
年

　
『
岐
阜
県
史
　

近
世
　

下
巻
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岐
阜
県
　
昭
和
四
十
七
年

達
の
約
束
を
取
り
付
け
、
村
の
頭
百
姓
　

今
井
長
四

郎
や
荒
井
水
頭
の
牧
野
丈
右
衛
門
を
始
め
計
十
七

人
の
協
力
を
得
て
鱒
淵
か
ら
取
水
す
る
鱒
淵
用
水

建
設
に
着
工
し
ま
し
た
。

　
工
事
は
十
年
計
画
で
し
た
が
、
用
水
工
事
技
術

者
　

加
地
勇
次
郎
の
優
れ
た
測
量
技
術
に
よ
っ
て
、

二
年
七
ヶ
月
後
の
文
政
十
三
（
一
八
三
〇
）
年
三

月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　
工
事
に
携
わ
っ
た
人
夫
は
延
べ
二
七
，
二
〇
九

人
に
の
ぼ
り
、
費
や
し
た
総
工
費
は
一
，
二
九
九

両
二
朱
と
銀
〇
・
七
五
匁
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
内
、
約
一
割
に
相
当
す
る
一
二
九
両
三
分
二

朱
と
銀
二
・
三
四
匁
を
、
慶
郷
は
私
財
で
負
担
し

て
い
ま
す
。

さ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
付
知
村
全
体
で
年
間

六
二
〇
～
二
四
〇
石
と
な
り
ま
す
。
天
明
元
（
一

七
八
一
）
年
に
は
、
本
田
畑
二
一
七
石
一
斗
余
り

と
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
一
石
は
、
一
食
に
米
一
合
、
一
日

三
合
が
お
お
む
ね
成
人
一
人
の
消
費
量
と
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
一
石
は
成
人
一
人
が
一
年
間
に
消

費
す
る
量
に
ほ
ぼ
等
し
い
と
見
な
さ
れ
ま
す
。
人

口
二
，
二
〇
〇
人
の
付
知
村
に
と
っ
て
、
露
命
を

つ
な
ぐ
だ
け
で
も
困
難
の
状
況
で
、
村
の
食
料
を

増
産
す
る
た
め
自
普
請
で
用
水
路
を
建
設
す
る
必

要
に
迫
ら
れ
た
の
で
す
。

二
．
付
知
用
水
路
建
設
に

　
　
向
け
た
動
き

　
付
知
に
開
削
さ
れ
た
用
水
路
に
つ
い
て
は
、
平

成
三
（
一
九
九
一
）
年
に
付
知
中
学
一
年
生
が
、

用
水
路
の
取
水
口
と
経
路
を
調
べ
、
『
付
知
の
用
水
』

と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
調
査
に
よ
る
と
、

当
時
の
付
知
村
に
は
用
水
路
が
三
十
三
本
あ
っ
た

と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
三
本
が
消
失
し
、
当
時

も
三
十
本
の
用
水
路
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
以
下

に
代
表
的
な
二
つ
の
用
水
を
紹
介
し
ま
す
。

（
一
）
政
右
衛
門
用
水

　
文
化
二
（
一
八
〇
四
）
年
、
曽
利
目
の
政
右
衛

門
は
宇
峠
（
現
在
の
西
股
用
水
取
水
口
の
西
側
）

の
谷
か
ら
白
谷
ま
で
約
四
㎞
を
掘
割
り
の
用
水
路

で
水
を
引
く
計
画
を
立
て
完
成
し
ま
し
た
が
、
測

量
の
誤
り
で
水
は
流
れ
て
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
猪
谷
か
ら
竹
樋
で
少
し
ず
つ
水
を
流
し
、

西股用水路の隧道

旧取水口「鱒淵」

現取水口は 800ｍ下流にある権四薙堰堤であり、

「鱒淵」は堰堤による土砂堆積で埋没している。 

岩壁に造られた西股用水路 (蓋がしてある )

奥に見える橋は元谷橋。

ごん し なぎ

���用���の��

���� ����� ���������

� 10,200� ������� ��������して��

� �������� �用水���用
���下に��
���の元�な�た����して��

�
��������
�������
��������

�用水�用
�口���い�して��
�����して�����
��口����の��

� ���������
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七
宗
町
は
、
岐
阜
県
美
濃
地
方
の
ほ
ぼ
中
央
部
、
美

濃
山
地
を
流
れ
る
飛
騨
川
中
流
部
に
位
置
し
て
お
り
、

東
は
加
茂
郡
白
川
町
、
南
は
加
茂
郡
八
百
津
町
、
同
郡

川
辺
町
、
美
濃
加
茂
市
、
西
は
関
市
、
北
は
下
呂
市
金

山
町
に
隣
接
し
、
総
人
口
は
三
，
八
八
〇
人
（
平
成
三

十
年
四
月
一
日
現
在
）、
一
，
四
四
二
世
帯
の
町
で
す
。

　
七
宗
町
の
総
面
積
九
十
・
四
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
内
、
約
九
十
％
が
森
林
原
野
で
、
平
地
は
飛
騨
川
、

神
渕
川
及
び
こ
れ
ら
の
支
流
沿
い
に
点
在
し
、
農
地
や

居
住
地
と
し
て
利
用
さ
れ
、
飛
騨
川
の
奇
岩
の
野
趣
あ

ふ
れ
た
景
色
と
共
に
、
景
行
天
皇
や
龍
の
伝
説
を
伝
え

る
町
で
す
。

七宗町の歴史と伝説
七宗町在住　井戸和就、佐伯紀行、林茂樹、前島庚久

（五十音順）

一
．
古
代
の
七
宗
町

　
加
茂
郡
七
宗
町
は
、
飛
騨
川
の
奇
岩
の
野
趣
あ

ふ
れ
た
景
色
と
共
に
、
景
行
天
皇
や
龍
の
伝
説
を

伝
え
る
飛
騨
川
に
面
し
た
町
で
す
。

　
大
化
元
（
六
四
五
）
年
の
大
化
改
新
以
前
の
美

濃
に
つ
い
て
、
『
古
代
の
美
濃
』
で
は
、
遅
く
と

も
四
世
紀
前
半
頃
の
美
濃
は
畿
内
ヤ
マ
ト
勢
力
の

傘
下
に
入
っ
た
畿
内
の
東
周
辺
地
域
の
一
角
で
、

ヤ
マ
ト
勢
力
の
東
国
侵
透
の
前
進
基
地
と
し
て
の

尾
張
地
方
に
対
し
、
後
詰
基
地
的
な
役
割
を
果
た

し
た
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

　
美
濃
市
や
関
市
に
か
け
て
の
地
域
を
本
拠
地
と

し
て
い
た
牟
義
都
氏
は
、
武
儀
郡
の
郡
名
と
深
く

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
牟
義
都
国
造
は
、
『
古
事
記
』

に
よ
る
と
、
第
十
二
代
　

景
行
天
皇
の
子
の
大
碓
命

（
日
本
武
尊
［
小
碓
命
］
と
は
双
子
と
さ
れ
る
）

と
神
大
根
王
の
娘
の
弟
比
売
命
と
の
間
に
誕
生
し

た
押
黒
弟
日
子
王
が
祖
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
牟
義
都
氏
は
軍
事
的
氏
族
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
、

牟
義
都
氏
の

子
孫
に
は
、

第
二
十
一
代

雄
略
天
皇
の

軍
事
的
任
務

を

帯

び

た

臣
・
身
毛
君

丈
夫
や
壬
申

の
乱
（
六
七

二
年
）
の
大

海

人

皇

子

（
第
四
十
代

天

武

天

皇
）

方
の
功
臣
　

身
毛
広
な
ど
が
い
ま
し
た
。

　
大
宝
元
（
七
〇
一
）
年
の
大
宝
律
令
制
定
時
に

「
国
・
郡
・
里
（
後
に
郷
）
」
制
が
発
足
し
、
武
儀

（
武
芸
、
務
義
等
と
も
表
記
）
郡
も
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
発
足
当
時
の
詳
細
な
郡
域
は
不
明
で
す

が
、
斉
衡
二
（
八
五
五
）
年
に
「
郡
の
上
」
の
北

半
分
を
「
郡
上
郡
」
と
し
て
分
離
し
て
お
り
、
当

初
は
現
郡
上
郡
域
を
含
む
広
い
地
域
で
し
た
。

　
承
平
年
間
（
九
三
一
～
三
七
）
に
著
さ
れ
た
わ
が

国
最
古
の
百
科
事
典
『
和
名
類
聚
抄
（
和
名
抄
と
略

称
）
』
は
古
代
の
武
儀
郡
と
し
て
、
御
佩
郷
を
始
め
九

つ
の
郷
（
武
芸
九
郷
）
の
名
を
記
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
御
佩
郷
の
比
定
地
は
、「
御
佩
」
を
「
ミ
タ
ラ
シ
」

と
読
ん
で
美
濃
市
御
手
洗
を
中
心
と
す
る
説
も
あ
り

ま
す
が
、
御
佩
山
と
も
称
さ
れ
た
天
王
山
（
五
二
〇
ｍ
）

が
あ
る
七
宗
町
が
御
佩
郷
の
中
心
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
天
王
山
の
頂
上
付
近
に
は
、
明
治
四
十
四
～
五

（
一
九
一
一
～
一
二
）
年
頃
に
彫
ら
れ
た
一
文
字

が
二
ｍ
四
方
の
磨
崖
文
字
「
御
佩
郷
」
と
共
に
神

渕
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
御
佩
郷
は
、

安
貞
元
（
一
二
二
七
）
年
以
降
に
神
渕
（
七
宗
町

神
渕
）
、
麻
生
（
七
宗
町
上
麻
生
・
中
麻
生
、
川

辺
町
下
麻
生
）
、
村
君
（
白
川
町
坂
之
東
）
、
津
保
（
上

之
保
村
と
武
儀
町
辺
り
）
の
四
つ
の
邑
に
分
け
ら

れ
た
ほ
ど
広
い
地
域
か
ら
成
立
し
て
い
ま
し
た
。

二
．
名
勝
　
飛
水
峡

（
一
）
甌
穴
群

　
飛
騨
川
の
飛
水
峡
に
は
甌
穴
群
が
発
達
し
、
国

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
硬
い
チ
ャ
ー
ト
に
発
達
し
た
層
理
の
割
れ
目
に

で
き
た
小
さ
な
窪
み
に
小
石
が
入
り
、
こ
の
小
石

が
洪
水
時
の
渦
流
で
転
が
り
な
が
ら
岩
石
を
削
っ

て
窪
み
を
大
き
く
し
た
の
が
甌
穴
（
別
名
：
ポ
ッ

ト
ホ
ー
ル
、
か
め
穴
）
で
す
。

　
飛
水
峡
は
、
チ
ャ
ー
ト
や
珪
質
泥
岩
が
分
布
し

て
お
り
、
上
麻
生
橋
か
ら
上
流
約
二
㎞
一
帯
が
甌

穴
の
主
な
分
布
地
域
で
、
直
径
約
一
ｍ
以
上
の
甌

穴
が
八
〇
〇
個
以
上
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
昭
和
五
十
（
一
九
七
〇
）
年
、
七
宗
町
上

麻
生
付
近
を
流
れ
る
飛
騨
川
の
河
床
で
、
中
生
代

の
三
畳
紀
～
ジ
ュ
ラ
紀
（
約
二
・
四
億
～
約
一
・

六
億
年
前
）
に
形
成
さ
れ
た
地
層
に
挟
ま
れ
て
分

布
す
る
礫
岩
（
後
に
上
麻
生
礫
岩
と
命
名
）
に
含

ま
れ
て
い
た
片
麻
岩
が
、
放
射
性
同
位
元
素
に
よ

る
年
代
測
定
に
よ
っ
て
、
約
二
十
億
年
前
の
日
本

最
古
の
岩
石
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
二
）
椀
貸
し
伝
説

　
飛
水
峡
両
岸
の
多
数
の
甌
穴
群
は
不
思
議
な
景

観
を
生
み
出
し
、
興
味
あ
る
昔
話
が
語
り
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
上
麻
生
橋
か
ら
上
流
に
あ
る
奇
岩
に
残
さ
れ
た

「
お
姫
淵
」
伝
説
で
は
、
竜
宮
ま
で
続
く
と
言
わ

れ
る
深
い
淵
の
側
に
住
む
竜
宮
の
乙
姫
の
侍
女
と

噂
さ
れ
た
美
女
に
関
わ
る
「
椀
貸
し
伝
説
」
が
伝

わ
り
、
ま
た
こ
の
奇
岩
で
昭
和
初
期
ま
で
雨
乞
い

行
事
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

三
．
龍
伝
説

（
一
）
赤
池
と
大
蛇

　
国
道
四
十
一
号
線
か
ら
上
麻
生
橋
を
渡
り
、
飛

騨
川
右
岸
沿
い
に
細
い
道
を
上
流
に
向
か
う
と
、

河
岸
段
丘
上
に
「
赤
池
」
が
あ
り
ま
す
。

　
池
の
上
流
の
細
尾
谷
に
住
ん
で
い
た
悪
さ
を
す

る
大
蛇
を
漁
師
が
鉄
砲
で
撃
ち
、
大
蛇
の
血
が
溜

ま
っ
て
「
赤
池
」
に
な
っ
た
と
伝
わ
り
、
大
蛇
を

撃
っ
た
鉄
砲
は
神
渕
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
い
ま

す
。（

二
）
龍
門
寺
の
龍

　
神
渕
神
社
へ
向
か
う
途
中
の
七
宗
町
神
渕
に
あ

る
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
龍
門
寺
は
、
土
岐
頼
貞

（
一
二
七
一
～
一
三
三
九
）
の
長
男
頼
直
が
、
康

永
元
年
か
ら
貞
和
三
（
一
三
四
二
～
四
七
）
年
頃

に
岐
阜
市
長
良
福
光
に
創
建
し
、
十
四
世
紀
か
ら

十
五
世
紀
初
め
に
神
渕
へ
移
転
し
た
寺
で
す
。

　
寺
の
山
門
の
龍
の
彫
り
物
に
つ
い
て
、
以
下
の

よ
う
な
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

（
一
）
旅
人
に
害
を
及
ぼ
す
大
龍
を
退
治
し
た
。

そ
の
後
、
龍
の
姿
を
彫
刻
し
て
龍
門
寺
の

山
門
に
架
け
た
。
し
か
し
龍
の
魂
が
夜
に

な
る
と
悪
さ
を
す
る
の
で
、
龍
の
目
に
穴

を
あ
け
て
栓
を
し
て
鎮
め
た
。

（
二
）
龍
門
寺
を
通
り
か
か
っ
た
男
（
左
甚
五
郎

と
伝
わ
る
）
が
龍
の
彫
り
物
を
造
り
、
大

門
に
飾
っ
た
。
そ
の
龍
が
悪
さ
を
し
た
の

で
お
教
を
あ
げ
、
池
（
龍
の
池
）
を
掘
っ

て
祀
っ
た
。

四
．
神
渕
神
社

　
神
渕
神
社
（
七
宗
町
神
渕
）
は
、
大
海
人
皇
子

（
後
の
天
武
天
皇
）
が
壬
申
の
乱
（
六
七
二
年
）

の
時
、
戦
勝
を
祈
願
し
て
神
鏡
を
祀
ら
せ
た
の
が

基
と
伝
わ
り
、
宝
亀
元
（
七
七
〇
）
年
が
創
建
の

年
と
さ
れ
、
須
佐
之
男
命
と
皇
后
の
櫛
名
田
比
売

命
、
さ
ら
に
十
拳
剣
神
霊
の
三
柱
を
祀
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
十
拳
剣
は
日
本
神
話
に
お
け
る
神
々

が
持
つ
神
剣
の
総
称
で
、
須
佐
之
男
命
は
十
拳
剣

で
八
俣
之
大
蛇
を
退
治
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
神
渕
神
社
の
正
面
右
側
の
大
杉
は
、
昭
和
五
（
一

九
三
〇
）
年
に
国
指
定
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

た
樹
齢
八
〇
〇
年
、
樹
高
約
四
十
八
ｍ
で
す
。

五
．
景
行
天
皇
の
美
濃
へ
の
行
幸

　
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、
十
二
代
　

景
行
天
皇

の
即
位
し
た
（
西
暦
七
四
）
年
の
春
、
景
行
天
皇

が
七
宗
町
か
ら
ほ
ぼ
真
南
に
直
線
で
約
十
八
㎞
離

れ
た
泳
宮
（
可
児
市
久
々
利
に
比
定
）
に
行
幸
し

た
時
の
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
景
行
天
皇
に
は
十
人
ほ
ど
の
妻
が
い
て
、
八
十

人
以
上
の
御
子
の
内
、
針
間
之
伊
那
毘
能
大
郎
女

の
子
と
し
て
、
美
濃
に
封
じ
ら
れ
て
身
毛
津
君
・

守
君
の
二
氏
族
の
祖
と
な
っ
た
大
碓
命
と
弟
（
大

碓
命
と
双
子
説
も
あ
る
）
の
後
の
日
本
武
命
の
小

碓
命
が
い
ま
す
。

　
第
十
代
　

崇
神
天
皇
の
皇
子
で
あ
っ
た
八
坂
入
彦

命
は
、
姉
娘
の
八
坂
入
媛
と
妹
の
妹
媛
と
共
に
美

濃
の
泳
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　
泳
に
来
た
景
行
天
皇
は
、
容
姿
端
麗
な
妹
媛
を

妃
に
し
よ
う
と
し
た
が
、
妹
は
姉
（
八
坂
入
媛
）

を
皇
后
に
す
る
こ
と
を
薦
め
、
天
皇
は
こ
の
提
案

を
承
諾
し
、
姉
を
妃
と
し
、
同
年
十
二
月
に
都
に

帰
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
八
坂
入
媛
が
生
ん
だ
七

男
六
女
の
内
、
第
一
皇
子
が
第
十
三
代
　

成
務
天
皇

に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
恋
の
難
し
さ
を
実
感
し
た
人
物
を
上
記

の
「
天
皇
」
と
は
せ
ず
、
「
不
特
定
の
誰
か
」
と

想
定
し
た
歌
が
、
『
万
葉
集
』
（
七
世
紀
後
半
～
八

世
紀
後
半
頃
に
編
ま
れ
た
最
古
の
和
歌
集
）
巻
十

三
、
三
二
四
二
番
歌
『
八
十
一
隣
之
宮
』
で
す
。

六
．
景
行
天
皇
に
ま
つ
わ
る
伝
説

　
美
濃
へ
の
景
行
天
皇
の
行
幸
に
関
わ
っ
て
、
七

宗
町
南
隣
の
川
辺
町
（
昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）

年
に
下
麻
生
町
が
川
辺
町
と
七
宗
町
へ
各
編
入
）

に
景
行
天
皇
の
伝
説
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
飛
騨
街
道
に
沿
う
川
辺
町
栃
井
に
あ
る
栃
井
神

社
の
「
木
の
根
橋
」
は
、
能
田
川
に
架
か
る
杉
の

根
が
橋
の
よ
う
に
渡
っ
て
お
り
、
景
行
天
皇
が
可

児
へ
行
幸
す
る
際
に
渡
っ
た
と
伝
わ
り
、
ま
た
、

阿
夫
志
奈
神
社
（
加
茂
郡
川
辺
町
）
東
側
の
「
天

子
の
渡
し
」
で
、
天
皇
が
天
子
の
淵
か
ら
対
岸
下

吉
田
地
区
の
尾
賀
野
川
入
江
へ
渡
っ
た
と
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
阿
夫
志
奈
神
社
の
境
内
社
に
妹
媛
を
祀

る
乙
姫
神
社
が
あ
り
、
下
麻
生
駅
の
北
北
西
の

「
南
天
の
滝
」
は
、
景
行
天
皇
の
伝
説
に
因
み
「
天

子
の
滝
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

七
．
蛇
ヶ
谷
伝
説

　
蛇
ヶ
谷
は
、
川
辺
町
下
吉
田
と
七
宗
町
と
の
境

を
流
れ
る
飛
騨
川
左
岸
支
川
で
あ
り
、
伝
説
が
伝

わ
る
蛇
ヶ
滝
が
谷
の
上
流
に
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
掲
載
に
あ
た
り
、
こ
の
蛇
ヶ
谷
周
辺
の

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
七
宗
町
の
二
万
分
の
一
の
地
図
に
よ
る
と
、
報

国
橋
か
ら
飛
騨
川
左
岸
沿
い
の
道
が
蛇
ヶ
谷
を

渡
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
道
は
、
今
は
荒
れ
果
て

て
通
行
不
能
と
な
っ
て
お
り
、
蛇
ヶ
谷
へ
渡
る
橋

も
谷
へ
下
り
る
道
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
滝
の
伝
説
に
つ
い
て
川
辺
町
で
は
、
滝
の

淵
で
水
浴
し
て
い
る
蛇
が
化
身
し
た
美
女
を
旅
人

が
見
か
け
ま
し
た
が
、
蛇
は
旅
人
に
気
づ
き
こ
の

淵
へ
身
を
隠
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
谷
の
奥
に
あ

る
洞
窟
で
修
行
し
た
行
者
が
こ
の
淵
で
祈
願
す
る
と
、

淵
か
ら
大
蛇
が
昇
天
し
た
、
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
七
宗
町
史
で
は
、
景
行
天
皇
が
美
濃
へ

行
幸
の
際
、
飛
騨
川
に
筏
を
浮
か
べ
て
い
た
天
皇

と
皇
子
は
、
川
に
注
ぐ
一
筋
の
清
流
を
見
つ
け

て
、
そ
の
谷
川
を
遡
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
皇
子
は

清
ら
か
な
美
し
い
乙
女
と
出
会
い
、
皇
子
は
た
ち

ま
ち
乙
女
に
心
を
奪
わ
れ
て
妻
に
し
て
、
二
人
の

間
に
授
か
っ
た
子
供
と
共
に
「
蛇
穴
平
切
」
の
洞

窟
で
親
子
三
人
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
蛇
の
化
身
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
れ
た

妻
は
滝
の
淵
に
身
を
隠
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
悲

し
ん
だ
皇
子
は
子
を
連
れ
て
こ
の
地
を
去
り
ま
し

た
が
、
す
ぐ
に
子
供
は
看
病
の
甲
斐
も
無
く
亡
く

な
り
、
葬
ら
れ
た
所
が
「
坊
が
墓
」
と
呼
ば
れ
る

無
縁
仏
で
あ
る
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　
蛇
ヶ
谷
へ
は
、
飛
騨
川
橋
下
流
の
右
岸
側
で
舟

に
乗
り
、
遡
上
し
て
左
支
川
蛇
ヶ
谷
の
合
流
点
で

下
船
し
、
谷
を
登
る
と
高
さ
約
十
五
ｍ
の
蛇
ヶ
滝

が
現
れ
ま
す
。

な
お
、
「
坊
が

墓
」
を
見
つ

け
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
谷
の
左
岸

側
の
林
道
沿

い
に
は
、
林

の
中
に
整
然

と
石
垣
が
組

ま
れ
た
昔
の

耕
作
地
（
地

名
「
野
畑
陸
切
」
）
が
残
り
、
さ
ら
に
奥
深
く
八

百
津
町
境
近
く
の
崖
の
上
（
「
蛇
穴
平
切
」
）
に
、

「
蛇
穴
」
と
修
験
者
が
修
行
し
た
よ
う
な
石
組
み

の
祭
壇
が
あ
る
奥
深
い
「
ウ
バ
穴
」
が
あ
る
。

コ
ラ
ム
【
初
代
神
武
天
皇
の
即
位
年
】

　
干
支
の
十
干
（
甲
・
乙…

）
と
十
二
支
（
子
・

丑…

）
の
最
小
公
倍
数
は
六
十
な
の
で
、
六
十
年

で
ま
た
元
に
戻
る
思
想
が
中
国
に
生
ま
れ
、
「
還

暦
」
も
こ
の
思
想
に
よ
る
。
十
干
の
「
辛
」
と
十

二
支
の
「
酉
」
の
「
辛
酉
」
の
年
は
、
天
命
が
改

ま
る
年
と
さ
れ
、
辛
酉
の
年
を
二
十
一
回
繰
り
返

す
と
大
事
件
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

　
第
三
十
三
代
の
推
古
天
皇
の
推
古
九
（
六
〇

一
）
年
が
辛
酉
の
年
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の

年
か
ら
一
二
六
〇
年
（
六
十
年×

二
十
一
回
）
遡
っ

た
紀
元
前
六
六
〇
年
を
初
代
天
皇
・
神
武
天
皇
の

即
位
年
と
し
た
。

　
こ
の
一
二
六
〇
年
間
に
天
皇
を
当
て
は
め
た
の

で
、
天
皇
の
事
跡
と
年
代
に
不
具
合
が
生
じ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
例
え
ば
天
皇
の
寿
命
も
、
神
武
天

皇
は
『
日
本
書
紀
』
で
一
二
七
歳
、
『
古
事
記
』

で
一
三
七
歳
で
あ
り
、
第
十
二
代
　

景
行
天
皇
は

『
日
本
書
紀
』
で
一
〇
六
歳
、
『
古
事
記
』
で
一

三
七
歳
で
あ
る
。

た
い
　

か
　

　

む
　

　

げ
　

　

つ
　

く
に
の
み
や
っ
こ

お
お
う
す
の

み
こ
と

　

む
　

げ
つ
き
み
の

あ
ま

　

の
　

お
う

　

じ
　

　

む
　

げ
つ
の

ひ
ろ

た
い

ほ
う

さ
い

こ
う

お
お

ま
す
ら
　

お
　

　

わ
　

み
ょ
う

る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

　

み
　

は
ぎ
ご
う

し
ょ
う

へ
い

や
ま
　

と
　

た
け
る
の
み
こ
と

　

お
　

う
す
の

み
こ
と

　

お
　

　

と
　

　

ひ
　

　

め
　

お
し
ぐ
ろ
の

お
と
　

ひ
　

こ
の
み
こ

か
む
の

お
お

ね
の

み
こ

ゆ
う
り
ゃ
く

　

み
　

　

た
　

ら
い

　

ま
　

が
い

　

か
　

ぶ
ち

あ
ん

て
い

む
ら

武儀郡の九郷の位置　<出典 :『七宗町史』>

神渕神社手前にそびえる磨崖文字

八坂入彦命の墓
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牟
義
都
氏
の

子
孫
に
は
、

第
二
十
一
代

雄
略
天
皇
の

軍
事
的
任
務

を

帯

び

た

臣
・
身
毛
君

丈
夫
や
壬
申

の
乱
（
六
七

二
年
）
の
大

海

人

皇

子

（
第
四
十
代

天

武

天

皇
）

方
の
功
臣
　

身
毛
広
な
ど
が
い
ま
し
た
。

　
大
宝
元
（
七
〇
一
）
年
の
大
宝
律
令
制
定
時
に

「
国
・
郡
・
里
（
後
に
郷
）
」
制
が
発
足
し
、
武
儀

（
武
芸
、
務
義
等
と
も
表
記
）
郡
も
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
発
足
当
時
の
詳
細
な
郡
域
は
不
明
で
す

が
、
斉
衡
二
（
八
五
五
）
年
に
「
郡
の
上
」
の
北

半
分
を
「
郡
上
郡
」
と
し
て
分
離
し
て
お
り
、
当

初
は
現
郡
上
郡
域
を
含
む
広
い
地
域
で
し
た
。

　
承
平
年
間
（
九
三
一
～
三
七
）
に
著
さ
れ
た
わ
が

国
最
古
の
百
科
事
典
『
和
名
類
聚
抄
（
和
名
抄
と
略

称
）
』
は
古
代
の
武
儀
郡
と
し
て
、
御
佩
郷
を
始
め
九

つ
の
郷
（
武
芸
九
郷
）
の
名
を
記
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
御
佩
郷
の
比
定
地
は
、「
御
佩
」
を
「
ミ
タ
ラ
シ
」

と
読
ん
で
美
濃
市
御
手
洗
を
中
心
と
す
る
説
も
あ
り

ま
す
が
、
御
佩
山
と
も
称
さ
れ
た
天
王
山
（
五
二
〇
ｍ
）

が
あ
る
七
宗
町
が
御
佩
郷
の
中
心
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
天
王
山
の
頂
上
付
近
に
は
、
明
治
四
十
四
～
五

（
一
九
一
一
～
一
二
）
年
頃
に
彫
ら
れ
た
一
文
字

が
二
ｍ
四
方
の
磨
崖
文
字
「
御
佩
郷
」
と
共
に
神

渕
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
御
佩
郷
は
、

安
貞
元
（
一
二
二
七
）
年
以
降
に
神
渕
（
七
宗
町

神
渕
）
、
麻
生
（
七
宗
町
上
麻
生
・
中
麻
生
、
川

辺
町
下
麻
生
）
、
村
君
（
白
川
町
坂
之
東
）
、
津
保
（
上

之
保
村
と
武
儀
町
辺
り
）
の
四
つ
の
邑
に
分
け
ら

れ
た
ほ
ど
広
い
地
域
か
ら
成
立
し
て
い
ま
し
た
。

二
．
名
勝
　
飛
水
峡

（
一
）
甌
穴
群

　
飛
騨
川
の
飛
水
峡
に
は
甌
穴
群
が
発
達
し
、
国

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
硬
い
チ
ャ
ー
ト
に
発
達
し
た
層
理
の
割
れ
目
に

で
き
た
小
さ
な
窪
み
に
小
石
が
入
り
、
こ
の
小
石

が
洪
水
時
の
渦
流
で
転
が
り
な
が
ら
岩
石
を
削
っ

て
窪
み
を
大
き
く
し
た
の
が
甌
穴
（
別
名
：
ポ
ッ

ト
ホ
ー
ル
、
か
め
穴
）
で
す
。

　
飛
水
峡
は
、
チ
ャ
ー
ト
や
珪
質
泥
岩
が
分
布
し

て
お
り
、
上
麻
生
橋
か
ら
上
流
約
二
㎞
一
帯
が
甌

穴
の
主
な
分
布
地
域
で
、
直
径
約
一
ｍ
以
上
の
甌

穴
が
八
〇
〇
個
以
上
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
昭
和
五
十
（
一
九
七
〇
）
年
、
七
宗
町
上

麻
生
付
近
を
流
れ
る
飛
騨
川
の
河
床
で
、
中
生
代

の
三
畳
紀
～
ジ
ュ
ラ
紀
（
約
二
・
四
億
～
約
一
・

六
億
年
前
）
に
形
成
さ
れ
た
地
層
に
挟
ま
れ
て
分

布
す
る
礫
岩
（
後
に
上
麻
生
礫
岩
と
命
名
）
に
含

ま
れ
て
い
た
片
麻
岩
が
、
放
射
性
同
位
元
素
に
よ

る
年
代
測
定
に
よ
っ
て
、
約
二
十
億
年
前
の
日
本

最
古
の
岩
石
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
二
）
椀
貸
し
伝
説

　
飛
水
峡
両
岸
の
多
数
の
甌
穴
群
は
不
思
議
な
景

観
を
生
み
出
し
、
興
味
あ
る
昔
話
が
語
り
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
上
麻
生
橋
か
ら
上
流
に
あ
る
奇
岩
に
残
さ
れ
た

「
お
姫
淵
」
伝
説
で
は
、
竜
宮
ま
で
続
く
と
言
わ

れ
る
深
い
淵
の
側
に
住
む
竜
宮
の
乙
姫
の
侍
女
と

噂
さ
れ
た
美
女
に
関
わ
る
「
椀
貸
し
伝
説
」
が
伝

わ
り
、
ま
た
こ
の
奇
岩
で
昭
和
初
期
ま
で
雨
乞
い

行
事
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

三
．
龍
伝
説

（
一
）
赤
池
と
大
蛇

　
国
道
四
十
一
号
線
か
ら
上
麻
生
橋
を
渡
り
、
飛

騨
川
右
岸
沿
い
に
細
い
道
を
上
流
に
向
か
う
と
、

河
岸
段
丘
上
に
「
赤
池
」
が
あ
り
ま
す
。

　
池
の
上
流
の
細
尾
谷
に
住
ん
で
い
た
悪
さ
を
す

る
大
蛇
を
漁
師
が
鉄
砲
で
撃
ち
、
大
蛇
の
血
が
溜

ま
っ
て
「
赤
池
」
に
な
っ
た
と
伝
わ
り
、
大
蛇
を

撃
っ
た
鉄
砲
は
神
渕
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
い
ま

す
。（

二
）
龍
門
寺
の
龍

　
神
渕
神
社
へ
向
か
う
途
中
の
七
宗
町
神
渕
に
あ

る
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
龍
門
寺
は
、
土
岐
頼
貞

（
一
二
七
一
～
一
三
三
九
）
の
長
男
頼
直
が
、
康

永
元
年
か
ら
貞
和
三
（
一
三
四
二
～
四
七
）
年
頃

に
岐
阜
市
長
良
福
光
に
創
建
し
、
十
四
世
紀
か
ら

十
五
世
紀
初
め
に
神
渕
へ
移
転
し
た
寺
で
す
。

　
寺
の
山
門
の
龍
の
彫
り
物
に
つ
い
て
、
以
下
の

よ
う
な
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

（
一
）
旅
人
に
害
を
及
ぼ
す
大
龍
を
退
治
し
た
。

そ
の
後
、
龍
の
姿
を
彫
刻
し
て
龍
門
寺
の

山
門
に
架
け
た
。
し
か
し
龍
の
魂
が
夜
に

な
る
と
悪
さ
を
す
る
の
で
、
龍
の
目
に
穴

を
あ
け
て
栓
を
し
て
鎮
め
た
。

（
二
）
龍
門
寺
を
通
り
か
か
っ
た
男
（
左
甚
五
郎

と
伝
わ
る
）
が
龍
の
彫
り
物
を
造
り
、
大

門
に
飾
っ
た
。
そ
の
龍
が
悪
さ
を
し
た
の

で
お
教
を
あ
げ
、
池
（
龍
の
池
）
を
掘
っ

て
祀
っ
た
。

四
．
神
渕
神
社

　
神
渕
神
社
（
七
宗
町
神
渕
）
は
、
大
海
人
皇
子

（
後
の
天
武
天
皇
）
が
壬
申
の
乱
（
六
七
二
年
）

の
時
、
戦
勝
を
祈
願
し
て
神
鏡
を
祀
ら
せ
た
の
が

基
と
伝
わ
り
、
宝
亀
元
（
七
七
〇
）
年
が
創
建
の

年
と
さ
れ
、
須
佐
之
男
命
と
皇
后
の
櫛
名
田
比
売

命
、
さ
ら
に
十
拳
剣
神
霊
の
三
柱
を
祀
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
十
拳
剣
は
日
本
神
話
に
お
け
る
神
々

が
持
つ
神
剣
の
総
称
で
、
須
佐
之
男
命
は
十
拳
剣

で
八
俣
之
大
蛇
を
退
治
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
神
渕
神
社
の
正
面
右
側
の
大
杉
は
、
昭
和
五
（
一

九
三
〇
）
年
に
国
指
定
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

た
樹
齢
八
〇
〇
年
、
樹
高
約
四
十
八
ｍ
で
す
。

五
．
景
行
天
皇
の
美
濃
へ
の
行
幸

　
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、
十
二
代
　

景
行
天
皇

の
即
位
し
た
（
西
暦
七
四
）
年
の
春
、
景
行
天
皇

が
七
宗
町
か
ら
ほ
ぼ
真
南
に
直
線
で
約
十
八
㎞
離

れ
た
泳
宮
（
可
児
市
久
々
利
に
比
定
）
に
行
幸
し

た
時
の
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
景
行
天
皇
に
は
十
人
ほ
ど
の
妻
が
い
て
、
八
十

人
以
上
の
御
子
の
内
、
針
間
之
伊
那
毘
能
大
郎
女

の
子
と
し
て
、
美
濃
に
封
じ
ら
れ
て
身
毛
津
君
・

守
君
の
二
氏
族
の
祖
と
な
っ
た
大
碓
命
と
弟
（
大

碓
命
と
双
子
説
も
あ
る
）
の
後
の
日
本
武
命
の
小

碓
命
が
い
ま
す
。

　
第
十
代
　

崇
神
天
皇
の
皇
子
で
あ
っ
た
八
坂
入
彦

命
は
、
姉
娘
の
八
坂
入
媛
と
妹
の
妹
媛
と
共
に
美

濃
の
泳
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　
泳
に
来
た
景
行
天
皇
は
、
容
姿
端
麗
な
妹
媛
を

妃
に
し
よ
う
と
し
た
が
、
妹
は
姉
（
八
坂
入
媛
）

を
皇
后
に
す
る
こ
と
を
薦
め
、
天
皇
は
こ
の
提
案

を
承
諾
し
、
姉
を
妃
と
し
、
同
年
十
二
月
に
都
に

帰
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
八
坂
入
媛
が
生
ん
だ
七

男
六
女
の
内
、
第
一
皇
子
が
第
十
三
代
　

成
務
天
皇

に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
恋
の
難
し
さ
を
実
感
し
た
人
物
を
上
記

の
「
天
皇
」
と
は
せ
ず
、
「
不
特
定
の
誰
か
」
と

想
定
し
た
歌
が
、
『
万
葉
集
』
（
七
世
紀
後
半
～
八

世
紀
後
半
頃
に
編
ま
れ
た
最
古
の
和
歌
集
）
巻
十

三
、
三
二
四
二
番
歌
『
八
十
一
隣
之
宮
』
で
す
。

六
．
景
行
天
皇
に
ま
つ
わ
る
伝
説

　
美
濃
へ
の
景
行
天
皇
の
行
幸
に
関
わ
っ
て
、
七

宗
町
南
隣
の
川
辺
町
（
昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）

年
に
下
麻
生
町
が
川
辺
町
と
七
宗
町
へ
各
編
入
）

に
景
行
天
皇
の
伝
説
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
飛
騨
街
道
に
沿
う
川
辺
町
栃
井
に
あ
る
栃
井
神

社
の
「
木
の
根
橋
」
は
、
能
田
川
に
架
か
る
杉
の

根
が
橋
の
よ
う
に
渡
っ
て
お
り
、
景
行
天
皇
が
可

児
へ
行
幸
す
る
際
に
渡
っ
た
と
伝
わ
り
、
ま
た
、

阿
夫
志
奈
神
社
（
加
茂
郡
川
辺
町
）
東
側
の
「
天

子
の
渡
し
」
で
、
天
皇
が
天
子
の
淵
か
ら
対
岸
下

吉
田
地
区
の
尾
賀
野
川
入
江
へ
渡
っ
た
と
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
阿
夫
志
奈
神
社
の
境
内
社
に
妹
媛
を
祀

る
乙
姫
神
社
が
あ
り
、
下
麻
生
駅
の
北
北
西
の

「
南
天
の
滝
」
は
、
景
行
天
皇
の
伝
説
に
因
み
「
天

子
の
滝
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

七
．
蛇
ヶ
谷
伝
説

　
蛇
ヶ
谷
は
、
川
辺
町
下
吉
田
と
七
宗
町
と
の
境

を
流
れ
る
飛
騨
川
左
岸
支
川
で
あ
り
、
伝
説
が
伝

わ
る
蛇
ヶ
滝
が
谷
の
上
流
に
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
掲
載
に
あ
た
り
、
こ
の
蛇
ヶ
谷
周
辺
の

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
七
宗
町
の
二
万
分
の
一
の
地
図
に
よ
る
と
、
報

国
橋
か
ら
飛
騨
川
左
岸
沿
い
の
道
が
蛇
ヶ
谷
を

渡
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
道
は
、
今
は
荒
れ
果
て

て
通
行
不
能
と
な
っ
て
お
り
、
蛇
ヶ
谷
へ
渡
る
橋

も
谷
へ
下
り
る
道
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
滝
の
伝
説
に
つ
い
て
川
辺
町
で
は
、
滝
の

淵
で
水
浴
し
て
い
る
蛇
が
化
身
し
た
美
女
を
旅
人

が
見
か
け
ま
し
た
が
、
蛇
は
旅
人
に
気
づ
き
こ
の

淵
へ
身
を
隠
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
谷
の
奥
に
あ

る
洞
窟
で
修
行
し
た
行
者
が
こ
の
淵
で
祈
願
す
る
と
、

淵
か
ら
大
蛇
が
昇
天
し
た
、
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
七
宗
町
史
で
は
、
景
行
天
皇
が
美
濃
へ

行
幸
の
際
、
飛
騨
川
に
筏
を
浮
か
べ
て
い
た
天
皇

と
皇
子
は
、
川
に
注
ぐ
一
筋
の
清
流
を
見
つ
け

て
、
そ
の
谷
川
を
遡
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
皇
子
は

清
ら
か
な
美
し
い
乙
女
と
出
会
い
、
皇
子
は
た
ち

ま
ち
乙
女
に
心
を
奪
わ
れ
て
妻
に
し
て
、
二
人
の

間
に
授
か
っ
た
子
供
と
共
に
「
蛇
穴
平
切
」
の
洞

窟
で
親
子
三
人
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
蛇
の
化
身
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
れ
た

妻
は
滝
の
淵
に
身
を
隠
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
悲

し
ん
だ
皇
子
は
子
を
連
れ
て
こ
の
地
を
去
り
ま
し

た
が
、
す
ぐ
に
子
供
は
看
病
の
甲
斐
も
無
く
亡
く

な
り
、
葬
ら
れ
た
所
が
「
坊
が
墓
」
と
呼
ば
れ
る

無
縁
仏
で
あ
る
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　
蛇
ヶ
谷
へ
は
、
飛
騨
川
橋
下
流
の
右
岸
側
で
舟

に
乗
り
、
遡
上
し
て
左
支
川
蛇
ヶ
谷
の
合
流
点
で

下
船
し
、
谷
を
登
る
と
高
さ
約
十
五
ｍ
の
蛇
ヶ
滝

が
現
れ
ま
す
。

な
お
、
「
坊
が

墓
」
を
見
つ

け
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
谷
の
左
岸

側
の
林
道
沿

い
に
は
、
林

の
中
に
整
然

と
石
垣
が
組

ま
れ
た
昔
の

耕
作
地
（
地

名
「
野
畑
陸
切
」
）
が
残
り
、
さ
ら
に
奥
深
く
八

百
津
町
境
近
く
の
崖
の
上
（
「
蛇
穴
平
切
」
）
に
、

「
蛇
穴
」
と
修
験
者
が
修
行
し
た
よ
う
な
石
組
み

の
祭
壇
が
あ
る
奥
深
い
「
ウ
バ
穴
」
が
あ
る
。

コ
ラ
ム
【
初
代
神
武
天
皇
の
即
位
年
】

　
干
支
の
十
干
（
甲
・
乙…

）
と
十
二
支
（
子
・

丑…

）
の
最
小
公
倍
数
は
六
十
な
の
で
、
六
十
年

で
ま
た
元
に
戻
る
思
想
が
中
国
に
生
ま
れ
、
「
還

暦
」
も
こ
の
思
想
に
よ
る
。
十
干
の
「
辛
」
と
十

二
支
の
「
酉
」
の
「
辛
酉
」
の
年
は
、
天
命
が
改

ま
る
年
と
さ
れ
、
辛
酉
の
年
を
二
十
一
回
繰
り
返

す
と
大
事
件
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

　
第
三
十
三
代
の
推
古
天
皇
の
推
古
九
（
六
〇

一
）
年
が
辛
酉
の
年
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の

年
か
ら
一
二
六
〇
年
（
六
十
年×

二
十
一
回
）
遡
っ

た
紀
元
前
六
六
〇
年
を
初
代
天
皇
・
神
武
天
皇
の

即
位
年
と
し
た
。

　
こ
の
一
二
六
〇
年
間
に
天
皇
を
当
て
は
め
た
の

で
、
天
皇
の
事
跡
と
年
代
に
不
具
合
が
生
じ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
例
え
ば
天
皇
の
寿
命
も
、
神
武
天

皇
は
『
日
本
書
紀
』
で
一
二
七
歳
、
『
古
事
記
』

で
一
三
七
歳
で
あ
り
、
第
十
二
代
　

景
行
天
皇
は

『
日
本
書
紀
』
で
一
〇
六
歳
、
『
古
事
記
』
で
一

三
七
歳
で
あ
る
。

■
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牟
義
都
氏
の

子
孫
に
は
、

第
二
十
一
代

雄
略
天
皇
の

軍
事
的
任
務

を

帯

び

た

臣
・
身
毛
君

丈
夫
や
壬
申

の
乱
（
六
七

二
年
）
の
大

海

人

皇

子

（
第
四
十
代

天

武

天

皇
）

方
の
功
臣
　

身
毛
広
な
ど
が
い
ま
し
た
。

　
大
宝
元
（
七
〇
一
）
年
の
大
宝
律
令
制
定
時
に

「
国
・
郡
・
里
（
後
に
郷
）
」
制
が
発
足
し
、
武
儀

（
武
芸
、
務
義
等
と
も
表
記
）
郡
も
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
発
足
当
時
の
詳
細
な
郡
域
は
不
明
で
す

が
、
斉
衡
二
（
八
五
五
）
年
に
「
郡
の
上
」
の
北

半
分
を
「
郡
上
郡
」
と
し
て
分
離
し
て
お
り
、
当

初
は
現
郡
上
郡
域
を
含
む
広
い
地
域
で
し
た
。

　
承
平
年
間
（
九
三
一
～
三
七
）
に
著
さ
れ
た
わ
が

国
最
古
の
百
科
事
典
『
和
名
類
聚
抄
（
和
名
抄
と
略

称
）
』
は
古
代
の
武
儀
郡
と
し
て
、
御
佩
郷
を
始
め
九

つ
の
郷
（
武
芸
九
郷
）
の
名
を
記
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
御
佩
郷
の
比
定
地
は
、「
御
佩
」
を
「
ミ
タ
ラ
シ
」

と
読
ん
で
美
濃
市
御
手
洗
を
中
心
と
す
る
説
も
あ
り

ま
す
が
、
御
佩
山
と
も
称
さ
れ
た
天
王
山
（
五
二
〇
ｍ
）

が
あ
る
七
宗
町
が
御
佩
郷
の
中
心
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
天
王
山
の
頂
上
付
近
に
は
、
明
治
四
十
四
～
五

（
一
九
一
一
～
一
二
）
年
頃
に
彫
ら
れ
た
一
文
字

が
二
ｍ
四
方
の
磨
崖
文
字
「
御
佩
郷
」
と
共
に
神

渕
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
御
佩
郷
は
、

安
貞
元
（
一
二
二
七
）
年
以
降
に
神
渕
（
七
宗
町

神
渕
）
、
麻
生
（
七
宗
町
上
麻
生
・
中
麻
生
、
川

辺
町
下
麻
生
）
、
村
君
（
白
川
町
坂
之
東
）
、
津
保
（
上

之
保
村
と
武
儀
町
辺
り
）
の
四
つ
の
邑
に
分
け
ら

れ
た
ほ
ど
広
い
地
域
か
ら
成
立
し
て
い
ま
し
た
。

二
．
名
勝
　
飛
水
峡

（
一
）
甌
穴
群

　
飛
騨
川
の
飛
水
峡
に
は
甌
穴
群
が
発
達
し
、
国

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
硬
い
チ
ャ
ー
ト
に
発
達
し
た
層
理
の
割
れ
目
に

で
き
た
小
さ
な
窪
み
に
小
石
が
入
り
、
こ
の
小
石

が
洪
水
時
の
渦
流
で
転
が
り
な
が
ら
岩
石
を
削
っ

て
窪
み
を
大
き
く
し
た
の
が
甌
穴
（
別
名
：
ポ
ッ

ト
ホ
ー
ル
、
か
め
穴
）
で
す
。

　
飛
水
峡
は
、
チ
ャ
ー
ト
や
珪
質
泥
岩
が
分
布
し

て
お
り
、
上
麻
生
橋
か
ら
上
流
約
二
㎞
一
帯
が
甌

穴
の
主
な
分
布
地
域
で
、
直
径
約
一
ｍ
以
上
の
甌

穴
が
八
〇
〇
個
以
上
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
昭
和
五
十
（
一
九
七
〇
）
年
、
七
宗
町
上

麻
生
付
近
を
流
れ
る
飛
騨
川
の
河
床
で
、
中
生
代

の
三
畳
紀
～
ジ
ュ
ラ
紀
（
約
二
・
四
億
～
約
一
・

六
億
年
前
）
に
形
成
さ
れ
た
地
層
に
挟
ま
れ
て
分

布
す
る
礫
岩
（
後
に
上
麻
生
礫
岩
と
命
名
）
に
含

ま
れ
て
い
た
片
麻
岩
が
、
放
射
性
同
位
元
素
に
よ

る
年
代
測
定
に
よ
っ
て
、
約
二
十
億
年
前
の
日
本

最
古
の
岩
石
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
二
）
椀
貸
し
伝
説

　
飛
水
峡
両
岸
の
多
数
の
甌
穴
群
は
不
思
議
な
景

観
を
生
み
出
し
、
興
味
あ
る
昔
話
が
語
り
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
上
麻
生
橋
か
ら
上
流
に
あ
る
奇
岩
に
残
さ
れ
た

「
お
姫
淵
」
伝
説
で
は
、
竜
宮
ま
で
続
く
と
言
わ

れ
る
深
い
淵
の
側
に
住
む
竜
宮
の
乙
姫
の
侍
女
と

噂
さ
れ
た
美
女
に
関
わ
る
「
椀
貸
し
伝
説
」
が
伝

わ
り
、
ま
た
こ
の
奇
岩
で
昭
和
初
期
ま
で
雨
乞
い

行
事
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

三
．
龍
伝
説

（
一
）
赤
池
と
大
蛇

　
国
道
四
十
一
号
線
か
ら
上
麻
生
橋
を
渡
り
、
飛

騨
川
右
岸
沿
い
に
細
い
道
を
上
流
に
向
か
う
と
、

河
岸
段
丘
上
に
「
赤
池
」
が
あ
り
ま
す
。

　
池
の
上
流
の
細
尾
谷
に
住
ん
で
い
た
悪
さ
を
す

る
大
蛇
を
漁
師
が
鉄
砲
で
撃
ち
、
大
蛇
の
血
が
溜

ま
っ
て
「
赤
池
」
に
な
っ
た
と
伝
わ
り
、
大
蛇
を

撃
っ
た
鉄
砲
は
神
渕
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
い
ま

す
。（

二
）
龍
門
寺
の
龍

　
神
渕
神
社
へ
向
か
う
途
中
の
七
宗
町
神
渕
に
あ

る
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
龍
門
寺
は
、
土
岐
頼
貞

（
一
二
七
一
～
一
三
三
九
）
の
長
男
頼
直
が
、
康

永
元
年
か
ら
貞
和
三
（
一
三
四
二
～
四
七
）
年
頃

に
岐
阜
市
長
良
福
光
に
創
建
し
、
十
四
世
紀
か
ら

十
五
世
紀
初
め
に
神
渕
へ
移
転
し
た
寺
で
す
。

　
寺
の
山
門
の
龍
の
彫
り
物
に
つ
い
て
、
以
下
の

よ
う
な
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

（
一
）
旅
人
に
害
を
及
ぼ
す
大
龍
を
退
治
し
た
。

そ
の
後
、
龍
の
姿
を
彫
刻
し
て
龍
門
寺
の

山
門
に
架
け
た
。
し
か
し
龍
の
魂
が
夜
に

な
る
と
悪
さ
を
す
る
の
で
、
龍
の
目
に
穴

を
あ
け
て
栓
を
し
て
鎮
め
た
。

（
二
）
龍
門
寺
を
通
り
か
か
っ
た
男
（
左
甚
五
郎

と
伝
わ
る
）
が
龍
の
彫
り
物
を
造
り
、
大

門
に
飾
っ
た
。
そ
の
龍
が
悪
さ
を
し
た
の

で
お
教
を
あ
げ
、
池
（
龍
の
池
）
を
掘
っ

て
祀
っ
た
。

四
．
神
渕
神
社

　
神
渕
神
社
（
七
宗
町
神
渕
）
は
、
大
海
人
皇
子

（
後
の
天
武
天
皇
）
が
壬
申
の
乱
（
六
七
二
年
）

の
時
、
戦
勝
を
祈
願
し
て
神
鏡
を
祀
ら
せ
た
の
が

基
と
伝
わ
り
、
宝
亀
元
（
七
七
〇
）
年
が
創
建
の

年
と
さ
れ
、
須
佐
之
男
命
と
皇
后
の
櫛
名
田
比
売

命
、
さ
ら
に
十
拳
剣
神
霊
の
三
柱
を
祀
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
十
拳
剣
は
日
本
神
話
に
お
け
る
神
々

が
持
つ
神
剣
の
総
称
で
、
須
佐
之
男
命
は
十
拳
剣

で
八
俣
之
大
蛇
を
退
治
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
神
渕
神
社
の
正
面
右
側
の
大
杉
は
、
昭
和
五
（
一

九
三
〇
）
年
に
国
指
定
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

た
樹
齢
八
〇
〇
年
、
樹
高
約
四
十
八
ｍ
で
す
。

五
．
景
行
天
皇
の
美
濃
へ
の
行
幸

　
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、
十
二
代
　

景
行
天
皇

の
即
位
し
た
（
西
暦
七
四
）
年
の
春
、
景
行
天
皇

が
七
宗
町
か
ら
ほ
ぼ
真
南
に
直
線
で
約
十
八
㎞
離

れ
た
泳
宮
（
可
児
市
久
々
利
に
比
定
）
に
行
幸
し

た
時
の
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
景
行
天
皇
に
は
十
人
ほ
ど
の
妻
が
い
て
、
八
十

人
以
上
の
御
子
の
内
、
針
間
之
伊
那
毘
能
大
郎
女

の
子
と
し
て
、
美
濃
に
封
じ
ら
れ
て
身
毛
津
君
・

守
君
の
二
氏
族
の
祖
と
な
っ
た
大
碓
命
と
弟
（
大

碓
命
と
双
子
説
も
あ
る
）
の
後
の
日
本
武
命
の
小

碓
命
が
い
ま
す
。

　
第
十
代
　

崇
神
天
皇
の
皇
子
で
あ
っ
た
八
坂
入
彦

命
は
、
姉
娘
の
八
坂
入
媛
と
妹
の
妹
媛
と
共
に
美

濃
の
泳
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　
泳
に
来
た
景
行
天
皇
は
、
容
姿
端
麗
な
妹
媛
を

妃
に
し
よ
う
と
し
た
が
、
妹
は
姉
（
八
坂
入
媛
）

を
皇
后
に
す
る
こ
と
を
薦
め
、
天
皇
は
こ
の
提
案

を
承
諾
し
、
姉
を
妃
と
し
、
同
年
十
二
月
に
都
に

帰
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
八
坂
入
媛
が
生
ん
だ
七

男
六
女
の
内
、
第
一
皇
子
が
第
十
三
代
　

成
務
天
皇

に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
恋
の
難
し
さ
を
実
感
し
た
人
物
を
上
記

の
「
天
皇
」
と
は
せ
ず
、
「
不
特
定
の
誰
か
」
と

想
定
し
た
歌
が
、
『
万
葉
集
』
（
七
世
紀
後
半
～
八

世
紀
後
半
頃
に
編
ま
れ
た
最
古
の
和
歌
集
）
巻
十

三
、
三
二
四
二
番
歌
『
八
十
一
隣
之
宮
』
で
す
。

六
．
景
行
天
皇
に
ま
つ
わ
る
伝
説

　
美
濃
へ
の
景
行
天
皇
の
行
幸
に
関
わ
っ
て
、
七

宗
町
南
隣
の
川
辺
町
（
昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）

年
に
下
麻
生
町
が
川
辺
町
と
七
宗
町
へ
各
編
入
）

に
景
行
天
皇
の
伝
説
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
飛
騨
街
道
に
沿
う
川
辺
町
栃
井
に
あ
る
栃
井
神

社
の
「
木
の
根
橋
」
は
、
能
田
川
に
架
か
る
杉
の

根
が
橋
の
よ
う
に
渡
っ
て
お
り
、
景
行
天
皇
が
可

児
へ
行
幸
す
る
際
に
渡
っ
た
と
伝
わ
り
、
ま
た
、

阿
夫
志
奈
神
社
（
加
茂
郡
川
辺
町
）
東
側
の
「
天

子
の
渡
し
」
で
、
天
皇
が
天
子
の
淵
か
ら
対
岸
下

吉
田
地
区
の
尾
賀
野
川
入
江
へ
渡
っ
た
と
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
阿
夫
志
奈
神
社
の
境
内
社
に
妹
媛
を
祀

る
乙
姫
神
社
が
あ
り
、
下
麻
生
駅
の
北
北
西
の

「
南
天
の
滝
」
は
、
景
行
天
皇
の
伝
説
に
因
み
「
天

子
の
滝
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

七
．
蛇
ヶ
谷
伝
説

　
蛇
ヶ
谷
は
、
川
辺
町
下
吉
田
と
七
宗
町
と
の
境

を
流
れ
る
飛
騨
川
左
岸
支
川
で
あ
り
、
伝
説
が
伝

わ
る
蛇
ヶ
滝
が
谷
の
上
流
に
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
掲
載
に
あ
た
り
、
こ
の
蛇
ヶ
谷
周
辺
の

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
七
宗
町
の
二
万
分
の
一
の
地
図
に
よ
る
と
、
報

国
橋
か
ら
飛
騨
川
左
岸
沿
い
の
道
が
蛇
ヶ
谷
を

渡
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
道
は
、
今
は
荒
れ
果
て

て
通
行
不
能
と
な
っ
て
お
り
、
蛇
ヶ
谷
へ
渡
る
橋

も
谷
へ
下
り
る
道
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
滝
の
伝
説
に
つ
い
て
川
辺
町
で
は
、
滝
の

淵
で
水
浴
し
て
い
る
蛇
が
化
身
し
た
美
女
を
旅
人

が
見
か
け
ま
し
た
が
、
蛇
は
旅
人
に
気
づ
き
こ
の

淵
へ
身
を
隠
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
谷
の
奥
に
あ

る
洞
窟
で
修
行
し
た
行
者
が
こ
の
淵
で
祈
願
す
る
と
、

淵
か
ら
大
蛇
が
昇
天
し
た
、
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
七
宗
町
史
で
は
、
景
行
天
皇
が
美
濃
へ

行
幸
の
際
、
飛
騨
川
に
筏
を
浮
か
べ
て
い
た
天
皇

と
皇
子
は
、
川
に
注
ぐ
一
筋
の
清
流
を
見
つ
け

て
、
そ
の
谷
川
を
遡
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
皇
子
は

清
ら
か
な
美
し
い
乙
女
と
出
会
い
、
皇
子
は
た
ち

ま
ち
乙
女
に
心
を
奪
わ
れ
て
妻
に
し
て
、
二
人
の

間
に
授
か
っ
た
子
供
と
共
に
「
蛇
穴
平
切
」
の
洞

窟
で
親
子
三
人
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
蛇
の
化
身
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
れ
た

妻
は
滝
の
淵
に
身
を
隠
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
悲

し
ん
だ
皇
子
は
子
を
連
れ
て
こ
の
地
を
去
り
ま
し

た
が
、
す
ぐ
に
子
供
は
看
病
の
甲
斐
も
無
く
亡
く

な
り
、
葬
ら
れ
た
所
が
「
坊
が
墓
」
と
呼
ば
れ
る

無
縁
仏
で
あ
る
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　
蛇
ヶ
谷
へ
は
、
飛
騨
川
橋
下
流
の
右
岸
側
で
舟

に
乗
り
、
遡
上
し
て
左
支
川
蛇
ヶ
谷
の
合
流
点
で

下
船
し
、
谷
を
登
る
と
高
さ
約
十
五
ｍ
の
蛇
ヶ
滝

が
現
れ
ま
す
。

な
お
、
「
坊
が

墓
」
を
見
つ

け
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
谷
の
左
岸

側
の
林
道
沿

い
に
は
、
林

の
中
に
整
然

と
石
垣
が
組

ま
れ
た
昔
の

耕
作
地
（
地

名
「
野
畑
陸
切
」
）
が
残
り
、
さ
ら
に
奥
深
く
八

百
津
町
境
近
く
の
崖
の
上
（
「
蛇
穴
平
切
」
）
に
、

「
蛇
穴
」
と
修
験
者
が
修
行
し
た
よ
う
な
石
組
み

の
祭
壇
が
あ
る
奥
深
い
「
ウ
バ
穴
」
が
あ
る
。

コ
ラ
ム
【
初
代
神
武
天
皇
の
即
位
年
】

　
干
支
の
十
干
（
甲
・
乙…

）
と
十
二
支
（
子
・

丑…

）
の
最
小
公
倍
数
は
六
十
な
の
で
、
六
十
年

で
ま
た
元
に
戻
る
思
想
が
中
国
に
生
ま
れ
、
「
還

暦
」
も
こ
の
思
想
に
よ
る
。
十
干
の
「
辛
」
と
十

二
支
の
「
酉
」
の
「
辛
酉
」
の
年
は
、
天
命
が
改

ま
る
年
と
さ
れ
、
辛
酉
の
年
を
二
十
一
回
繰
り
返

す
と
大
事
件
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

　
第
三
十
三
代
の
推
古
天
皇
の
推
古
九
（
六
〇

一
）
年
が
辛
酉
の
年
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の

年
か
ら
一
二
六
〇
年
（
六
十
年×

二
十
一
回
）
遡
っ

た
紀
元
前
六
六
〇
年
を
初
代
天
皇
・
神
武
天
皇
の

即
位
年
と
し
た
。

　
こ
の
一
二
六
〇
年
間
に
天
皇
を
当
て
は
め
た
の

で
、
天
皇
の
事
跡
と
年
代
に
不
具
合
が
生
じ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
例
え
ば
天
皇
の
寿
命
も
、
神
武
天

皇
は
『
日
本
書
紀
』
で
一
二
七
歳
、
『
古
事
記
』

で
一
三
七
歳
で
あ
り
、
第
十
二
代
　

景
行
天
皇
は

『
日
本
書
紀
』
で
一
〇
六
歳
、
『
古
事
記
』
で
一

三
七
歳
で
あ
る
。

■
参
考
資
料

　
『
古
代
の
美
濃
』

　
　

野
村
忠
夫
　

教
育
者
歴
史
新
書
　
昭
和
五
十
四
年

　
『
七
宗
町
史
』
　
七
宗
町
教
育
委
員
会
　
平
成
五
年

　
『
可
児
市
史
　

第
二
巻
　

通
史
編
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
児
市
　
平
成
二
十
二
年

　
『
川
辺
町
史
』
　
　
　
　
　
　
川
辺
町
　
平
成
八
年

　

お
　

　

う
　

け
つ

よ
り

さ
だ

よ
り

な
お

こ
う

え
い

じ
ょ
う
　

わ
　

ほ
う
　

き
　

と
つ
か
の
つ
る
ぎ
の
　

み
　

た
ま

　

す
　

　

さ
　

　

の
　

お
の
み
こ
と

く
し
　

な
　

　

だ
　

　

ひ
　

め
の

み
こ
と

　

や
　

ま
た
　

の
　

お
ろ
　

ち
　

は
り
　

ま
　

　

の
　

　

い
　

　

な
　

　

び
　

　

の
　

お
お

い
ら
つ
め

　

す
　

じ
ん

く
く
り

　

や
　

さ
か
い
り
ひ
こ
の

み
こ
と

く
く
り
の

み
や

　

や
　

さ
か

い
り

ひ
め

お
と
ひ
め

せ
い
　

む
　

　

く
　

　
　
く
　

　
　
り
　

　

の
　

み
や

　

あ
　

　

ぶ
　

　

し
　

　

な
　

じ
っ

か
ん

か
の
と

と
り

す
い
　

こ
　

泳宮古蹟（可児市久々利）

蛇ケ谷と飛騨川との合流点

蛇ヶ滝蛇穴

飛水峡（上麻生橋から上流を望む）

龍伝説が残る龍門寺

神渕神社（右側が「神渕神社の大杉」）

川辺大橋から望む「天子の渡し」

（右岸平屋の隣が阿夫志奈神社）周辺

910
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表紙写真

『三水川』
　大野町内随一の桜の名所として知られ、野地内から下方地内までおよそ３㎞にわたり、桜並木が続いています。例年４月上旬には、
大野町商工会前で「さくらまつり」が開催され、多くの花見客で賑わいます。

　船頭平閘門は、わが国最初の鋼製の門扉を備えた閘門として、明治35（1902）年に完成しました。

　この門扉は、20数枚の長方形の鋼板を結合しており、一枚の鋼板に作用する水圧が均等になるように上

部は大きな鋼板、下部は小さな鋼板で構成されています。

　当時のわが国の製鉄技術では、この鋼板の製作が困難であったこと、また門扉から採取した試料片の成分

分析などから、イギリスから輸入された造船用厚板が使われたと推定されています。

　なお鋼板の結合方法は、鋼材同士を重ねて穴を開け、そこに熱した鋲（リベット）を差込み、反対側を叩

き潰して結合するリベット接合が用いられていました。

　時が経ち、平成６（1994）年の改修時には、門扉をステンレス製に変更したこと、

強度及び腐食などの要因からリベット接合での製作が困難であったため溶接接合で製

作されましたが、昔の面影を再現するため装飾リベット（写真）が取り付けられてい

ます。

（よく見ると取れているリベットがありますが、飾りですのでご安心下さい。）

今年５月の皇太子殿下行啓を記念して、船頭平閘門に関わるコラム「船ちゃんのこぼれ話」の掲載を始めます。

船ちゃんのこぼれ話 第一話
ふね

「門扉にある“ブツブツ”ってなに？」

古
川
の
泉
　
（

大
野
町
古
川
）

　
大
野
町
の
北
東
部
、
山
沿
い
に
位
置
す
る
古

川
は
、
十
二
、
三
メ
ー
ト
ル
も
井
戸
を
掘
ら
な

い
と
水
が
で
な
い
の
で
、
昔
か
ら
水
不
足
で
苦

労
し
て
い
ま
し
た
。

　
あ
る
年
の
夏
、
日
照
り
が
続
い
て
ど
こ
の
家

の
井
戸
も
干
上
が
っ
て
し
ま
い
、
村
の
人
た
ち

は
大
層
困
り
ま
し
た
。
た
だ
、
山
の
麓
の
杢
屋

敷
の
そ
ば
に
、
清
い
水
が
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出

る
小
さ
な
泉
が
あ
り
、
そ
の
泉
だ
け
は
涸
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
村
の
人

た
ち
は
、
銘
々
が
泉
の
水
を
桶
に
汲
み
、
天
秤

棒
で
か
つ
い
で
家
に
運
ん
で
使
っ
て
い
ま
し

た
。

　
そ
ん
な
時
、
怠
け
者
の
お
ば
あ
さ
ん
が
、
家

ま
で
水
を
運
ん
で
き
て
洗
濯
を
す
る
の
が
め
ん

ど
う
な
の
で
、
人
の
い
な
い
時
に
こ
っ
そ
り
と
泉
に
入
っ
て
、
洗
濯
を
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
て
い
た
水
が
ピ
タ
リ
と
止
ま
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
泉
が
涸
れ
て
し
ま
っ
て
困
っ
た
村
人
た
ち
は
集
ま
っ
て
、
ど
う
し
た
も
の
か
と
相
談

を
し
ま
し
た
。

　
「
水
が
湧
か
な
く
な
っ
た
の
は
、
き
っ
と
大
切
な
泉
で
、
汚
れ
物
を
洗
っ
た
り
、
物

を
投
げ
こ
ん
だ
り
し
た
者
が
い
た
の
で
、
罰
が
あ
た
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
な
ら
神

主
さ
ん
に
頼
ん
で
お
祓
い
を
し
て
も
ら
い
、
け
が
れ
を
落
と
す
の
が
良
い
だ
ろ
う
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
っ
そ
く
お
祓
い
を
し
て
も
ら
う
と
、
不
思
議
な
こ
と
に
い
ま
ま
で
涸
れ
て
い
た
泉

が
湧
き
出
て
き
ま
し
た
。

　
古
川
の
「
杢
屋
敷
」
は
、
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
の
古
川
絵
図
に
も
の
っ
て
い
る
古
く
か
ら
あ
る

地
名
で
、
古
川
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
大
切
な
地
名
の
ひ
と
つ
で
す
。
現
在
は
、
溜
池
も
埋
め
立
て
ら

れ
て
、
東
海
職
業
能
力
開
発
大
学
校
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
山
の
麓
の
片
隅
に
は
、
池
が
残
し
て

あ
る
そ
う
で
す
。

参
考

『
大
野
町
の
民
話
と
伝
承
百
話
』
　
大
野
町
教
育
委
員
会
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大
野
町

彼
岸
花
が
咲
き

　
秋
の
気
配
が
漂
う
三
水
川

大
野
町

彼
岸
花
が
咲
き

　
秋
の
気
配
が
漂
う
三
水
川

1

地
　

域
　

の
　

歴
　

史

揖
斐
川
・
根
尾
川
に
は
さ
ま
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
地
形
・
土
壌
と
稲
作
の
発
展

3

地
域
の
治
水
・
利
水

根
尾
川
の
段
木
流
送
と
更
地
用
水

5

歴

　
史

　
記

　
録

地
域
と
河
川
　
第
二
編

付
知
用
水
開
削
に
向
け
て

8

研

　
究

　
資

　
料

七
宗
町
の
歴
史
と
伝
説

七
宗
町
在
住
　
井
戸
和
就
、
佐
伯
紀
行
、
林
茂
樹
、
前
島
庚
久


